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　韓国経済は1960年代から90年代中盤まで高度成長を持続

的に続けてきた。1997年末にアジア通貨危機の影響を受け

経済危機に陥ったが、99年10.8％、2000年8.8％の高い経済

成長率を示し危機を乗り切った。経済回復の主な要因は輸

出の増加であった。2001年は輸出の減少により景気後退局

面に入っている。このような現状は韓国経済が外需に依存

していることを示している。

　韓国経済の外需依存の特徴が確立したのは1960年代後半

に輸出指向型の経済政策が推進されてからである。輸出産

業の育成とインフラ整備のための資金調達に外国資本が大

きな役割を果たした。特に1960～70年代には外国人直接投

資（���）ではなく借款などの資金導入が中心であった。韓

国経済は借款を導入し世界経済へと組み込まれつつ、輸出

産業の育成により持続的な経済成長の基盤を産み出した。

　このような認識に基づいて、本稿では韓国の持続的な経

済成長のために必要であった海外からの開発資金（外国資

本）調達に焦点を当てることにする。1960年代から70年代

までを中心に韓国が採った経済開発政策と開発資金導入の

経験を分析し、同時に事例として日本の「請求権・経済協

力」資金供与を分析し、経済開放政策における教訓を得る

こととする。

1. 韓国の経済開発と外国資本導入：1960～70年代（朴

正熙政権時代）の経験

1.1.　朴正熙政権登場まで（1950年代）の韓国経済：「援

助依存経済」

　1945年に朝鮮半島は日本から独立したが、国土が分断さ

れ、南北経済が遮断された。1948年の韓国政府樹立後1950

年代までは1950～53年の朝鮮戦争もあり、米国の対韓国援

助は韓国経済に欠かせない中心的な役割を果たした。韓国

銀行の資料によると、1945年以降1961年までの韓国の援助

受入総額は31.4億ドルに達した1。そのうち中心的な役割を

果たしたのは���（米国国際協力局：1961年に設立した���

の前身）による援助であった。1953年から1961年まで���

の対韓援助は当時としては世界第1位の規模であり、韓国

の���のほぼ10％に達していた。援助全盛期であった

1950年代後半に輸出額は輸入額の 5 ％前後に過ぎなかっ

た。韓国経済は援助物資の輸入に依存する貿易赤字の構造

が現れ、この赤字は主として米国の援助資金によって補填

されたのはいうまでもない。韓国経済は米国の援助へ従属

的な構造が固着した。

　一方、韓国は徴兵制により巨大な兵力数2を持ちながらも

これを維持することが出来た。これは韓国軍隊に対する米

国の援助のためであった。米国は武器をはじめ軍服・食品

などの消費財まで韓国軍隊に対する支援を積極的に行っ

た3。軍隊で育った将校エリートはその後、1960年代の韓国

の政治・経済のリーダーとなった。

1.2.　朴正熙政権の登場（1960年代前半）：借款導入に

よる経済開発の基盤構築

　1961年の軍事クーデターで登場した朴正煕軍事政権は

「援助経済」を脱却し、工業近代化による自立経済の建設

を志向した。政府は「経済開発計画」により経済の近代化

を推進し始めた。韓国は、資本および技術の不足、インフ

ラの不足、市場の狭小性など諸般の悪条件がそろいながら

も、継続的かつ本格的な工業化に踏み切ったのである。

　米国のケネディ政権は1961年に「対外援助法」（��������

����������	���：���）を制定した。���の主な内容は、

①経済援助を軍事援助から分離、②援助を借款方式に転

換、③米国産品優先購買原則の強化によりドル安を防止す

ることであった。

　韓国政府は、まず産業を振興し、その上で海外市場開拓

による輸出促進を図るという輸出主導型の政策政策を推進

するため、公共借款を中心とした外国資本の導入を積極的

に推進し始めた。

　1961年12月、韓国政府は前政権が1960年 1 月に制定した

「外資導入促進法」を改正し、借款導入を工業部門に集中

させるとともに、借款に対する支払保証条項を新設した。

1962年 7 月にはこの法の関連法律として「借款の支払保証

に関する法律」などが制定された。また、同月に「長期決

済方式による資本財導入に関する特別措置法」が制定され、

1963年10月には日本から機械・設備などの資本財導入が可
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能になるよう改正された。

　第１次５ヵ年計画（1962～66年）の時期における韓国の

総投資額の53％は無償援助・借款などの海外資金によるも

のであった4。この金額は総計8.9億ドルで、そのうち米国

の��（公法）480号による援助と���援助などの無償援助

が7.4億ドルと、全体の83.4％を占めた。無償援助はその規

模の縮小にも関わらず、依然として海外資金導入の大部分

を占めていた。��480号による援助は米国の剰余農産物を

援助することで、この金額は1962～65年間に2.9億ドルに達

した。主な品目は小麦と原綿であり、韓国への食糧供給と

紡織工業の発展に寄与したが、国内市場での国産農産物の

価額競争力が低下し農業生産の沈滞を招いた。���援助は

同期間中4.5億ドルが援助されたが、主に肥料、化学薬品、

生ゴムなどを輸入する財源となった。

　一方、借款は1962年から導入され始め、65年までの借款

導入額は1.3億ドルで外資導入総額の7.9％であった。この

うち、公共借款（6,300万ドル）は80％以上がインフラの建

設に使われた。米国の借款は電力、セメント産業に、西ド

イ ツ の 借 款 は 通 信 設 備 拡 張 と 炭 鉱 開 発 に、���

（������������	
����	�
����
�����������、国際開発協

会）借款は鉄道車両購入に利用された。商業借款（7,100万

ドル）は肥料、セメント、繊維などの製造業と遠洋漁船の

購入に利用された。外国人直接投資は1962年米国のケムテ

クス（�������）社がナイロン繊維分野に58万ドルを投資

したのが初めてである。この後1965年までに20件、1,300万

ドルが投資実行された。このような外国人直接投資誘致の

不振は韓国の政治・経済・軍事的な不安というカントリー

リスクと、外貨統制・投資環境の未整備などに起因してい

る5。外国人直接投資は1970年までには多く導入されず、韓

国の経済開発には大きな役割を果たせなかった。外国人直

接投資が韓国に本格的に進出するのは1980年代後半からで

ある。

1.3.　朴正熙政権の本格的経済開発時期（1960年代後半

～1970年代）：借款導入による本格的経済開発

（1）経済高成長の条件

　1960年代後半は韓国経済が年平均10％以上の高成長を実

現した初めての時期である。韓国政府は第２次経済開発

５ヵ年計画（1967～1971年）を通じて、重化学工業を育成

する政策を打ち出し、肥料、セメント、製油、鉄鋼、機械

工業などに投資を集中させた。軽工業部門も生産設備の近

代化と産業合理化が推進された。また、工業団地造成、高

速道路建設、工業用水開発、発電所建設などインフラ部門

への投資も急増した。
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借款および直接投資外国無償援助受入
直接投資銀行借款商業借款公共借款総額米国＊日本

総額
�������������480小計(請求権）

54765621,0421947～53
82821541954
20620623755
2713330432756
3234636938357
2664831432158
2081122022259
2252024524560
1574520220261

771656723223262
62443721209721621663
1121224886114914964
636648726013113165
151107319765381034014366
111231052395344973513267
19403087043750561062813468
133044013962232751072413169
66253921155982162832610970
4390435303871183451298071
612034632475155303572
191495104031,15322303273
1632188213851,58711282974
622001,0014771,74011313275
851319707131,89922276
1023001,5416362,57911177
1013282,2418173,4870.20.20.278
1951,5221,5781,0894,38479
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　海外の状況をみると、1964年からの����多国間貿易協

定（����������	��）が1967年に妥結し、戦後の自由貿

易システムが安定化した。また、ベトナム戦争による戦争

特需の影響もあり、世界資本主義圏の経済は全般的に好調

であった。韓国は海外市場向けの輸出ドライブ政策を成功

させる良い機会を掴んだのである。しかし、米国は戦後各

地域への援助提供、ベトナム戦争に伴う莫大な費用負担、

そして貿易赤字などにより国際収支が悪化した。反面、日

本は朝鮮戦争時の特需とその後の順調な経済成長により経

常黒字を実現した。これにより日本が新たな資本提供国と

して出現することになった6。

　このような好条件の下で、韓国政府は経済開発政策の推

進に強力なリーダーシップを発揮した。軍部の将校エリー

トたちと、かつての日本、あるいは米国での留学を経験し

たエリート官僚たちが政府を担当したのである。また、政

府は産業政策の中心的なプレイヤーとして国営企業を育て

るとともに、財閥系の大企業を育てた。選ばれた企業は低

利の政策金融、税制優遇措置などの制度的特恵を受け、独

占度を高めた。さらに、政府は外国の近代的技術を積極的

に導入し、その技術を身に付けた技術者を大量に育成し

た。このような政策が開発初期段階の韓国経済が持続的な

高成長を実現した主な要因である。

（2）国内貯蓄の増加と外資導入

　韓国政府は開発資金の国内調達にも力を入れた。1965

年 5 月に金利の引上げを図る「金利現実化措置」を実施し

た。これにより、定期および貯蓄性預金が急速に増加し、

国内総貯蓄率は1965年の7.6％から69年に19.1％まで上昇

し、1979年には26.3％に至った。このような国内貯蓄の急

増にもかかわらず、これを上回る投資が行われた。1963年

以降1970年代の投資傾向をみると、韓国は1968～70年、

1974～75年、1979年に 3 回の投資スパートを経験した。こ

の投資急上昇の時期に海外調達率7と国内貯蓄率が共に上

昇した。しかし、海外調達のウェイトは1963～65年49.5％、

1966～70年38.0％、1971～75年32.9％、1976～79年13.3％と

持続的に減少した。反面、国内貯蓄率は増加の傾向を示し

た。これは投資（総資本形成）のための資金調達において

国内調達が増加することであり、経済の自立基盤が強化す

る方向であったことを示す。

（3）政府の外資導入政策

　1965年に韓国政府は���とのスタンド・バイ・クレジッ

ト（��������	
���
�）協定の締結、日本との国交正常化に

よる請求権資金及び商業借款導入開始など、投資のための

外資導入が本格化した。援助経済の終焉と借款導入による

経済開発という新しい時代が始まったのである。1966年か
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らは借款導入額が援助額を超え、その後援助は急減し、79

年に完全になくなった（表 1 ）。政府は借款導入の活性化の

ための政策として、1966年 1 月からは「対外支払保証に関

する規定」で一般金融機関も対外支払保証ができるように

し、商業借款の導入手続きを簡素化した。

　一方、韓国政府は���などの国際金融機関の諮問を受

け、商業借款などの外国資本に対する管理政策を行い、外

国資本が国内市場で秩序よく投入されるように市場管理政

策を採った。これは経済開発初期に国内経済が外国資本に

より支配されることを防ぎながら、安定的な国内市場を育

てるためであった。1970年代に入ってから韓国政府は外資

導入（商業借款＋直接投資）に対する制限措置を強化し、

1973年 3 月には「外資導入法」が改正された。その主要な

内容は以下の通りである。①外資導入に当たって、事前検

査を強化する。②外資対内資の出資比率を原則として50対

50とする。③１件当たり 5 万ドル以下の外国人投資は原則

として認めない。④繊維部門への外国人投資に対する制限

または輸出義務を課する。⑤借款導入の場合は、償還期間

は 3 年以上、金額は20万ドル以上のもののみ認める。この

ような韓国政府の外国資本に対する管理政策は、開発資金

としての海外借款を国内での資本と技術として転化させる

ことに政府が特に力を入れたことを表わす。

（4）借款の形態別導入の内容

　表 1 に現した通り、借款は1968年には援助を含む外資導

入額の80.0％を占めており、1978年にはそのシェアが

97.1％まで上がった。1979年までの借款総額を借款形態別

に見ると、公共借款57.6億ドル、商業借款94.6億ドル、銀行

借款29.5億ドルで、商業借款のシェアが大きい。商業借款

がこのように大規模で導入されたのは投資資金需要の急

増、国内借入より低い借款金利8などが主な要因であった。

借款の分野別投入は表 2 に示した通りである。公共借款は

インフラ分野への投入が圧倒的で、1962～79年間の公共借

款は輸送・電力・道路・通信・サービス業などを中心とし

たインフラ・サービス分野が70.3％、穀物導入を中心とした

農林水産分野が23.4％を占め、製造業分野は5.2％に過ぎな
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197819771976197519741973区分
7.86.77.16.55.64.4公共借款
12.013.011.810.19.29.3商業借款
13.513.513.512.012.012.0韓国産業銀行財政資金

金利（施設資金用）
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1962～791976～791971～751966～701962～65公共借款
比重金額比重金額比重金額比重金額比重金額
23.41,34818.158932.462726.2132--農林水産
5.23022.6867.013514.77411.17製造業
--00------繊維

1.589001.63111.558--化学
1.1640.263.058----金属
2.01172.2732.344----機械
70.34,04879.22,57758.51,13257.128782.552インフラ・サービス
14.281920.76753.36312.36230.119電力・水道
11.465714.24618.31617.035--建設
10.25858.226711.422015.37733.321輸送・保管
3.21842.8923.4653.21617.511通信
31.11,79333.21,08231.861618.7941.61サービス
100.05,757100.03,255100.01,936100.0503100.063合計

1962～791976～791971～751966～701962～65商業借款
比重金額比重金額比重金額比重金額比重金額
2.01870.8422.6654.86127.119農林水産
65.56,19469.6387963.9162050.664765.748製造業
12.21,1539.351716.84264.919126.719繊維
16.71,58217.999715.539414.318311.38化学
20.31,92427.01,50513.83495.2674.23金属
7.77247.642310.02543.5452.82機械・電子・自動車
32.53,07629.71,65533.484644.65715.64インフラ・サービス
17.21,62816.793014.737425.03205.64電力・水道
1.11000.291.6404.051--建設
8.98456.335013.032913.0166--輸送・保管
5.14836.53604.01011.722--サービス

100.09,457100.05,571100.02,536100.01,279100.071合計
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かった。一方、商業借款は製造業分野へ集中した。製造業

の中でも肥料、製油、セメント、製鉄、金属などの輸入代

替工業部門と繊維などの輸出産業に集中した。また、電力

施設の拡大などのインフラ建設にも多く投入された。1962

～79年間の商業借款の産業別構成を見ると、繊維・化学・

金属などの製造業分野65.5％、電力・輸送などを中心とした

インフラ・サービス分野32.5％、農林水産分野は2.0％で

あった。銀行借款は1968年から導入され、商業借款への過

度依存を防ぎ、借款調達の多様化を果たすことになった。

特に1972年の第１次世界石油危機以降大きく発達した国際

金融市場を背景に、銀行借款と外貨債権発行が外資調達の

主要な手段となった。

　借款導入を国別に分けて見ると（表 3 ）、米国は1962～75

年の間25億ドルを提供し、借款提供の中心的な役割（借款

総額の40％）を果たした。1976～79年の間は日本、ヨー

ロッパ諸国、国際金融機関などの借款が急増し、米国の

シェアは19.2％まで低下した。また米国の借款の内容をみ

ると、公共借款と商業借款が均衡を維持した。日本は1966

年から借款供与を開始し1975年まで約13.6億ドルの借款を

供与し借款導入総額の約21.4％を占めた。1976～79年の間

は米国と同じ規模の借款を提供した。日本の借款の内容を

みると1966～70年間は商業借款が中心であり、1971～75年

は公共借款と商業借款が同じ規模であったが、1976～79年

間に再び商業借款が中心となった。ヨーロッパ諸国は商業

借款を中心に日本とほぼ同じ規模の借款を供与した。

　国際金融機関の借款は公共借款であり、���が1963年に

1,200万ドルの公共借款を供与したのが始めである。1970

年まで約4,600万ドルに留まった国際金融機関の借款供与

は1971年以降急増し、1971～79年間22.5億ドルまで拡大し

た。国際金融機関の種類は次の通りである。

①�����（対韓国際経済協議機構）

　1965年の米韓首脳会談時に、韓国に対する経済協力組織

の形成が論議され、その結果、同年12月に米国の主導下に
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1962～791976～791971～751966～701962～65
公共借款

比重金額比重金額比重金額比重金額比重金額
32.01,83022.673536.969971.235860.338米国
15.588610.534323.945218.191--日本
40.22,29849.11,59734.66556.43222.214国際金融機関
30.51,74538.41,24924.34604.42222.214　����
9.755310.734810.31952.010--　���
7.44259.63114.3824.22117.511ヨーロッパ諸国
4.82758.32690.350.21--その他

100.05,757100.03,255100.01,892100.050310063合計

1962～791976～791971～751966～701962～65
商業借款

比重金額比重金額比重金額比重金額比重金額
25.02,35117.294636.993534.644239.428米国
23.22,18124.81,36718.145827.8356--日本
31.12,92133.61,85025.865429.437657.741ヨーロッパ諸国
20.61,93424.51,34819.34897.4952.82その他
100.09,457100.05,511100.02,536100.01,279100.071合計
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���������	�
�	��）が組織された9。�����は世界銀行に事

務局を置き、韓国政府に対して外資支援の諮問役を果たし

た10。韓国は主に�����を通じて国際金融機関に経済開発

資金調達を要請した。

②���（国際通貨基金）

　韓国政府は1965年 3 月���と900万ドルの借款協定を締

結した。その後���協議団が毎年韓国を訪問し韓国経済全

般に対する協議を行った。韓国は毎年���と待機性借款協

定を締結してきた。

③����（世界銀行）

　世界銀行は1957年 6 月、韓国の京釜高速道路建設のため

の技術調査用役借款などに調査団を派遣し、1969年から主

に農漁村地域の開発、港湾・鉄道などのインフラ設備拡充

と中小企業育成に使用された。世界銀行の協力機関である

���11は1962年以降鉄道建設などを中心に借款を供与して

きたが、借款供与が最貧国を対象としているため韓国は

1974年に支援対象国ではなくなった。韓国が1973年までに

���から供与を受けた借款は27件、626万ドルであった。

また、�����は韓国の民間および金融界と合弁投資を行い、

韓国開発金融株式会社（����）を1967年 4 月に設立した。

同社は韓国の民間企業に対する投融資、借款斡旋および経

営技術指導などを目的とした。

④���（アジア開発銀行）

　韓国は���の創立の際から会員として増資にも参加し

た。���は1967年に京仁高速道路建設および農漁村開発

公社の計画事業に対する調査を実施し、1968年借款協定を

結んだ。その後���借款は主に中小企業など民間企業の

育成と道路建設、研究所設立などに使用された。

2. 外資導入の事例：日本の「請求権・経済協力」資金供与

2.1.　請求権資金供与の背景

　日本の韓国に対する経済協力が本格的に始まったのは、

1965年に日韓の国交が正常化され、請求権、経済協力協定

および商業上の民間信用供与に関する交換公文が取り交わ

されてからである。具体的には、1965年に日本と韓国との

間に(1)日韓基本条約、(2)漁業協定、(3)在日韓国人の法的地

位に関する協定、(4)文化財・文化協定、(5)紛争の解決に関

する交換公文の各協定が結ばれ、また経済協力に関して(6)

「財産及び請求権に関する問題の解決ならびに経済協力に

関する日本と大韓民国との間の協定」（請求権・経済協力

協定）および付属文書、(7)「商業上の民間信用供与に関す

る交換公文」が締結されたのである。この「請求権・経済

協力協定」は、一方で日韓の「両国及びその国民の財産及

び両国及びその国民の間の請求権に関する問題を解決する

こと」（同協定前文）、他方で「両国間の経済協力を増進す

ること」（同）を目的としており、請求権問題の解決と経

済協力の二つの内容を同時に含むものであった。この協定

により、1966年から75年まで10年間にわたる無償3億ドル、

有償 2 億ドルのいわゆる請求権に基づく経済協力が定まっ

た13。

　一方、請求権資金には次のような使用における制約が付

けられた。

①　購買対象は日本の生産物と日本人のサービスに限ると

いう徹底的な対日購買原則（協定(�)項）。これは請求

権資金の供与が、決して金銭によって行われるのでは

なく、日本の財貨とサービスによって履行されること

を意味する。

②　提供される生産物は資本財及び両国政府が合意する生

産物となっており（第１議定書第 2 条１項）、両国政府

合意の生産物の中には国内資本調達のための 1 億

5,000万ドル以上の原資財を含むものになっている（議

事録４項）。

③　韓国が日本から無償資金によって導入する生産物は外

国に再輸出することはできないこと（第 1 議定書第 6 

条４項）。但し加工または両政府の合意により処理さ

れた後は再輸出ができる（議事録 7 項）。

2.2.　請求権資金供与の内容

　表 4 は請求権資金を無償資金と有償資金に分けて部門別

の供与額をみたものである。
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無償資金協力の概要

　「請求権、経済協力協定」第 1 条 1 ― (a)項は、日本が 3 

億ドル（協定締結時基準で1,080億円）に等しい価値を有す

る日本の生産物および日本人のサービスを協定発効日

（1965年12月18日）から10年間にわたり、各年均等に無償

で韓国に供与すべきことを定めている。しかし、この 3 億

ドルのうち、日韓清算勘定残高として1961年 4 月22日の交

換公文により、両政府間で確認されている日本の債権総額

45,729千ドルを、韓国が10年間で分割して返済することと

なった。従って、実際の供与額は総額2億5,400万ドル、毎

年約2,540万ドルとなった。

　実際の使用内容をみると、表 4 のように資本財と原材料

がそれぞれ半分を占めている。資本財は農林水産、鉱工

業、科学技術、インフラなどの部門に121,316千ドル（総額

の40.4％）が使用され、原資材は建築材料、繊維類、機械類、

化学工業製品、肥料など鉱工業に132,825千ドル（総額の

44.3％）が使用された。

　日本の資本財と原資材の供与は、個々の契約の韓国側当

事者によって、「官需」および「民需」に分けられた。官

需は、韓国調達庁が契約手続きを行い、韓国政府の在日使

節団が契約当事者となる形態を指した。民需は、韓国政府

の許可を受けた韓国民間輸入業者が契約当事者となった。
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合計有償資金無償資金部門別
構成比（％）金額構成比（％）金額構成比（％）金額

64.3321.3100.0200.040.4121.3資本財
7.838.91.22.312.236.5農林
5.427.2--9.127.2水産
29.0145.256.9113.710.53.4鉱工業
4.020.1--6.720.1科学技術
18.090.042.084.02.06.0インフラ施設・サービス
26.6132.8--44.3132.8原材料
26.6132.8--44.3132.8鉱工業
9.245.9--15.345.9銀行手数料及び

清算勘定 0.00.0
0.00.1--0.00.1銀行手数料
9.145.7--15.245.7清算勘定

100.0500.0100.0200.0100.0300.0合計
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また、官需取引は資本財を主とし、民需取引は原資材を主

とした。

有償資金協力の概要

　有償資金協力は、「請求権・経済協力協定」第 1 条 1 ―(�)

項に従って、2 億ドル相当の円（協力締結時現在で720億円）

を、日韓両国間の取り決めによって決定される事業のため

に、長期低利で協定発効の日から10年間にわたって、韓国

側に貸し付けるものであった14。この貸付は、日本の「海外

経済協力基金」（現在の「国際協力銀行」）が行うことになっ

た。請求権有償資金協力は、いわゆるタイド・ローン

（���������）であって、この資金による諸機材あるいは

サービスの購入の対象は、日本のものに限られた。これは

請求権外協力の有償資金協力である円借款の場合も同様で

あった。有償資金協力の仕組みは図 4 の通りである。

2.3.　請求権外の経済協力資金（政府ベース）供与

　日本は請求権に基づく資金供与以外にも政府ベースの経

済協力資金を以下のように供与した。

①無償資金協力

　総額10億8,700万円（391万ドル）にのぼる工業高校設立

のための無償資金協力を行った15。

②有償資金協力

　1970年から75年までに 7 件、契約総額884億円（3.45億ド

ル）の公共円借款を供与した。韓国の農林水産業近代化、

輸出産業育成、中小企業振興、国鉄電化及びソウル地下鉄
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建設などに使用された。日本側の貸し付けは日本輸出入銀

行と海外経済協力基金が担当した16。

③食糧支援

　韓国の急速な人口増加17に伴う米穀不足に鑑み、1969年

から1974年まで、7 件、合計139万432トンの米穀援助を実

施した。そのうち7,432トン（3億9,600万円相当）は無償供

与であり、63万3,000トンは10年据置き20年間の現物償還、

残りの75万トン（360億円相当）は金利年間 3 ％（据置期

間 2 ％）で10年据置き、20年の償還条件であった。

④技術協力

　日本政府ベースの技術協力は「研修生の受入」、「専門家

の派遣」、「機材供与」及び「開発調査の実施」などの方式

で行われた。研修生の受入、専門家の派遣は、韓国の人材

能力の開発に協力するもので、両国の人的交流を通じて日

韓の相互理解を深めるものであり、技術協力の中で最も重

要なものであった。1973年まで部門別の研修生受入をみる
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1,7749532761405416988149112285245457111427研修生受入

　4038000003510920161026401102専門家派遣
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と、農業部門がもっとも多く、つづいて行政、厚生、運輸、

水産業、軽工業などとなっている。専門家派遣は農業、運

輸、建設、厚生、重工業の順になっている。

2.4.　民間ベース経済協力

　民間ベースの経済協力は、民間商業信用供与（以下輸出

信用）と直接投資に分けられるが、ここでは、輸出信用を

みることとする。

　1965年12月に、「商業上の民間信用供与に関する交換公

文」が交換され、「 3 億ドルの額を超える商業上の基礎によ

る通常の民間信用供与が、日本国の国民により締結される

ことがある適当な契約に基づいて、大韓民国の政府又は国

民に対し行われることが期待され、これらの信用供与は関

係法令の範囲内で容易にされかつ促進される」こととなっ

た。この 3 億ドルの輸出信用は一種の商業借款であり、漁

業協力のための9,000万ドル、船舶輸出のための3,000万ド

ルが含まれ、残りが一般プラントに向けられた。また、

1967年に行われた第１回日韓定期閣僚会議で、一般プラン

ト類の輸出信用 2 億ドルが追加された。輸出信用実績は

1975年まで 8 億2,400万ドルに達した。

2.5.　日本の「請求権・経済協力」資金供与（1966～75

年）の評価

　日本の対韓国経済協力の直接的効果は、韓国の社会資本

および民間資本形成に寄与したことであろう。日本の経済

協力は、1960年代前半までの米国の援助の場合と異なり、

消費財よりも資本財の購入の向けられ、主として社会資本

の形成に寄与したものである。政府ベースの経済協力だけ

でなく民間ベースの経済協力も多くが資本財の購入に当て

られ、民間資本の形成に寄与した。

　そして、借款の償還は契約通り履行され、日本借款で建

設された製鉄、肥料、船舶、セメント、化繊など、基幹産

業設備は民族資本施設として定着することになった。請求

権資金だけをみると、1966～75年間における韓国の資本財

輸入総額のうち、請求権資金による資本財輸入額の割合は

3.2％として非常に低い水準である。しかし、請求権資金導

入の第1次年度である1966年には28.0％、1967年には10.0％

に達するなど、請求権資金は韓国の経済開発が本格化した

1960年代後半には大きな役割を果たしたといえる。また、

導入された資本財は韓国内では調達が不可能な機械類が大

部分を占めた。資本財導入総額3.2億ドルの51.6％が国内生

産が出来ない一般機械、17.0％が輸送用機械などであった。

これは韓国の経済開発初期においての資本蓄積を安定的に

増加させる役割を果たしたといえる。

　また、浦項製鉄工場建設、京釜高速道路建設など、日韓

経済協力が行われたプロジェクトが成功したのは、韓国の

社会・経済的現実に即し、韓国側のプロジェクト設定の妥

当性と計画能力の水準が高かったことを指摘しなければな

らない。特に、日本の専門家の現地での指導、日本への技

術研修生の短期派遣などによって、必要な技術の習得につ

いて顕著な実績を上げたのは注目される。

　一方、請求権資金を始めとする日韓経済協力資金が、金

銭によって行われるのではなく、日本の財貨とサービスに

よって供与されたことは、その後日韓経済関係において日

本が資本財輸出国として位置付けられることになり、韓国

の日本に対する貿易赤字が続く最大の原因となった。この

条件付供与（��������	）は、1960年代後半の日本経済の

高成長を支えるための政策金融としての役割も果たした。

3. 外資導入の韓国経済に対する効果

3.1.　輸入代替効果および輸出産業の成長

　韓国政府が輸出主導の外向的開発戦略を策定したことに

より、外資は輸入代替産業および輸出産業に集中的に投入

された。これは韓国の国際収支の改善に大きく寄与した。

1970年代初の韓国政府の分析によると外資導入による国際

収支効果は表 7 の通りである。

�����������	�
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計科学技術インフラ施設・
サービス部門

鉱工業水産業農林業事業別

構成比（％）金額資本財

0.31.0---0.10.7農林水産業製品

10.935.0--35.5--非金属鉱物製品

1.75.5-2.31.71.30.1鉄鋼１次製品

4.012.9-8.04.90.1-金属製品

51.6165.8-33.696.56.528.6一般機械

4.313.8-9.91.62.50.1電気機械

17.054.6-35.33.015.81.1輸送用機械

9.028.920.10.20.10.77.8精密機械

0.82.6-----その他製造業

0.41.3-0.8-0.10.4その他サービス製品

100.0321.320.190.0145.127.238.9計
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　上記の韓国政府の分析結果をみると、外資導入による輸

出効果は原料輸入により相殺されているが、輸入代替の効

果が大きくなり、純効果額は総輸出額の半分以上まで上昇

している。これは、韓国の経済開発の初期段階で外資導入

が国際収支の改善に大きく寄与したことを証明することで

ある。

　しかし、国内貯蓄の増加、輸入代替の増加などの面で韓

国の経済自立性が向上したとはいえ、むしろ韓国の経済は

貿易、特に輸入に依存的になった。図 5 は1960年代後半以

降、海外調達率が減少の傾向を見せながらも、総投資率の

増加傾向に沿い輸入性向（輸入の対���比率）も増加して

いくことを示している。総投資率と輸入性向の変動がほぼ

一致しているのは、韓国経済が輸入と大きな関わりがある

ことを証明することとなる。

3.2.　財政の国内調達増大

　1960～70年代の財政調達をみると（図 6 ）、60年代前半は

財政歳入（一般会計＋特別会計－内部取引）のうち課税及

び国営事業（専売・鉄道・通信・食糧事業）を通じた調達

が55％程度に留まったが、1960年代後半以降上昇し、1978

年にはそのウェイトが98.4％まで達した。援助及び借款に

よる海外調達は1960年代前半の20％以上のウェイトから減

少し1978年には5.1％まで落ちた。これは、国内税収の増大

により現れたものであるが、���対比租税負担率は高く

ても1978年の14.6％に留まっており、財政負担率も1962年

の30％から1978年の20％水準まで減少の傾向を示した。即

ち、経済開発の初期段階では、民間部門の投資が弱かった

ため政府財政からの投資が多く行われており、その財源と

しては海外調達が多かったといえる。しかし、経済開発に

よる経済高成長が進み、財政歳入のうち租税・国営事業の

割合が増大し、政府財政において海外調達の必要性が減少

したのである。

3.3.　順調な対外債務返済

　1960年代後半以降の急速な借款導入増加により、韓国の

対外債務総額は1966年の3.9億ドルから1979年に205億ドル

まで上昇した。対外債務負担率（対外債務総額／経常

���）を時期別にみると（図 7 ）、1960～70年代は1966年

の10.6％から、1975年の41.8％をピークとして1978年に

30.3％まで減少した。元金・利金返済負担率（���）をみ

ると、1970～72年間は���値が20％水準まで上昇し危険な

状態であったが、その後は1978年までは10～12％の水準を
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1962～
72

197219711970196919681967
1962～
66

1,9057395092851901004539輸出効果（�）
3,002844639554374314124153輸入代替（�）
2,0797384553362261687185原料輸入（�）
2,83084569350333824698107純効果（�����）
5,8571,6761,132882658486335688輸出総額（�）
32.544.145.032.328.920.613.45.7（�）/（�）
48.350.461.257.051.450.629.315.5（�����）/（�）
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維持した。これは対外債務増加にもかかわらず、輸出増加

などによる外貨収入の拡大が韓国経済に安定的な対外債務

返済能力を与えたことを意味する。

　このような判断から、韓国の場合は借款導入が直接に輸

出を拡大し、輸入を代替することによって、それ自体が対

外債務の返済手段を創出したといえる。結果的にみると外

国資本（海外調達）は国内貯蓄を増やす要因となったとも

いえる。勿論、韓国政府が外国資本だけに依存せず、国内

貯蓄拡大政策や外資に対する調節政策を均衡的に推進して

きたことが対外債務返済能力を創出した最も重要な要因で

あったのはいうまでもない。

4.　結論：韓国の1960～70年代における外資導入の教訓

　韓国が1960年代から経済開発を推進する中で最も重要で

あったのは投資財源を確保することであった。外資導入は

投資の財源として大きな役割を果たした。しかし、国内の

財源である国内貯蓄率も増加し、長期的には投資における

国内自立性を強化することになっている。即ち、韓国は援

助への高い依存状態から出発して、公共・商業借款による

初期的インパクトを次第に内部化しつつ、国内貯蓄率の増

加、財政自立度の向上、輸入代替および輸出の急増、重化

学工業中心の産業構造高度化など経済自立性を高めた。特

に、1960年代後半の日本からの請求権資金導入はその金額

面での規模は低いが、経済開発の初期に資本財を供給する

大きな役割を果たした。日本の資金供与は、米国の援助の
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場合と異なり、消費財よりも資本財の購入に向けられ、主

として社会資本の形成に寄与した。政府ベースの資金供与

だけでなく民間ベースの経済協力も、多くが資本財の購入

に当てられ、民間資本の形成に寄与した。

　一方、韓国政府が、「援助依存経済」を乗り越え、自立

的な経済を実現しようとする政策意志が強く、国民も経済

開発に大きな期待を持ったことも非常に重要である。韓国

政府は開発金融の受入国として、経済開発の戦略的目的を

明確にし、外資を資本ストックと技術の蓄積に高度に集中

させたことにより、経済高成長を達成することができた。

その強力な政府リーダーシップと国営企業、そして財閥系

の大企業が連係し、政経癒着とも言われる制度的特恵関係

を作り出した。これは1980年代以降様々な経済問題を起こ

す材料となるが、1970年代までの経済開発時期には、国家

が主導権を持ち「国家経済力」を高めるのに役立った。さ

らに重要なことは、外国の近代的技術を積極的に導入し、

技術者を大量に育成したことである。特に、日韓間で行わ

れた技術者育成は、日本の専門家の現地での指導、日本へ

の技術研修生の短期派遣などによって行われ、韓国の技術

発展に大きく影響を与えた。しかしながら、韓国の技術が

日本に依存することにもなり、その後技術の自立が韓国経

済の大きな課題となった。また、韓国政府は外資に対する

管理政策を行い、外資が国内市場で秩序よく投入されるよ

うに市場管理政策を採った。これは経済開発初期に国内経

済が外資により支配されることを防ぎながら、安定的な国

内市場を育てるためであった。

　このような韓国の1960～70年代の経済建設経験から次の

ような教訓が得られる。

　第 1 に、経済の持続的成長と自立を目標とした「外資導

入」（借款＋外国人直接投資）政策を採択すること。「援助」

だけに依存しない開発志向の政府が登場したことにより、

経済開発の一貫性が維持された。

　第 2 に、公共・商業借款による初期的インパクトはイン

フラ整備と輸出産業育成に集中すること。それにより輸入

代替および輸出の増加、国内貯蓄率の増加、財政自立度の

向上などが実現され、経済の持続的成長のための自立的基

盤が構築された。

　第 3 に、外貨獲得のために効果的な産業は市場の需要に

基づいて政府が計画的に育成すること。軽工業部門は1970

年代前半まで���の70％以上を占める民間消費支出に支

えられながら自然に育った。そして、労働集約的産品を主

に輸出し海外市場へ積極的に参入し、国内では重化学工業

化を実現しながら産業構造の改編を達成した。

　第 4 に、1980年代になって明らかになることであるが、

政府主導の市場管理と財閥育成に行き過ぎがあり、「政経

癒着」が行われたことは反省点である。

第 5 に、外国人直接投資（���）が1970年代までの韓国経

済の成長にあまり重要な役割を果たせなかったことであ

る。台湾と場合と違って、韓国政府は外国人直接投資に対

しては管理政策を優先した。国内経済を保護するのが名分

であったが、国内企業は技術開発などに力を入れず、価額

競争力に依存するようになった。外国人直接投資が韓国企

業の技術開発と市場の自由化に貢献するのは1980年代後半

からである。

　しかしながら、全体的にみると、韓国の1960～70年代に

おける経済開発は開発資金としての借款導入により成功し

た。その結果、投資のための海外資金の導入が不要とな

り、1980年代以降は経済の民営化の道へ踏み切った。
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　ダニエル・ヤーギンのピュリッツアー賞受賞作『石油の

世紀』から、ケント・カルダーのあまり知られていないが、

それにもかかわらず影響力の強い『アジア危機の構図』ま

で、石油という難題に挑んできた人たちは、乏しい資源を

めぐる争奪を、石油地政学を激化させる要因として強調し

てきた。特に、アジアの場合はその傾向が著しい。カル

ダーは1997年の著書で「地域勢力にとっては、核兵器獲得

は言うまでもなく、（領土）拡張論、対決の戦略は、エネ

ルギー資源や南シナ海のシーレーンの優先的な利用権など

を得るうえで魅力的である１」と警告している。中国専門家

の間で一般的な見識となったこの分析の中で、カルダー

は、このような戦略的な対立関係は、もし抑制されなけれ

ば「大惨事の処方箋」となり、アジアで対立が起こる可能

性を増加させるだろうと述べている。マイケル・クレア

もごく最近、同様に人目を引く『資源戦争』というタイト

ルの本でこの論旨に同調している。その中で彼は、「資源

競争が最も中心的な問題であることを認識せずに世界の安

全保障力学を説明するのは、不可能なことが明らかであ

る。２」と述べている。

　しかし、大消費国が環境保護、エネルギー技術開発、需

要管理、共同備蓄のような重要な問題で団結するようにな

れば、今後数十年間にエネルギー市場は、これまで供給不

足になったのと同じように、容易に供給過剰になるかもし

れない３。上述したような協力的、革新的な世界では、アジ

アにおける中産階層の台頭によるエネルギー需要の急激な

成長にもっと楽観的な見方ができる。

　アジアは全体としては、世界の主要なエネルギー消費と

同じく、持続的な拡大の時期にきている。インド亜大陸と

東南アジア、東アジア、オーストラリア、ニュージーラン

ドを含み、旧ソビエト連邦の国々と中東を除くアジアは、

2005年までにヨーロッパよりも多くのエネルギーを消費す

るようになるだろう。さらに５年後には、この地域のエネ

ルギー消費量は全世界の３分の１を占めるようになる可能

性がある。

　アジアの急激な経済成長、爆発的な都市化、輸送部門の

劇的な拡大、そして政治的に重要な電化計画は、アジアの

石油・天然ガス消費および地域外からの石油供給への依存

の動向に極めて大きな影響を与えるだろう。すでに、アジ

アの石油使用量は１日当たり1,900万バレル以上で、アメリ

カを上回っている。現在、そのうちの60％が地域外から輸

入されているはずである。2010年までに、アジアの総石油

消費量は、１日当たり2,500万～3,000万バレルに達し、その

うち1,800万～2,400万バレルが地域外から輸入されなけれ

ばならないだろう。中国１カ国だけでも、2010年までに石

油輸入量は現在の１日当たり約150万バレルから300万～

500万バレルに増えると見られている。この予測に関連し

て、東京、ソウル、ニューデリーでは徐々にエネルギー供

給や輸送経路を巡り、競争や対立の懸念さえ起きている。

　　この燃料確保への動きは、地理的、政治的な関係を作

り変えるだけでなく、新しい経済的、戦略的課題を生み出

すだろう。しかし、この論文で述べるように、この地域の

中心国やアメリカがとる政策次第では、分裂的ではなく、

むしろ建設的な結果を生み出すことができるかも知れな

い。領土や先細る石油埋蔵量をめぐって行われた19世紀の

新重商主義者の競争が、21世紀の石油地政学にもおなじよ

うに当てはまると決まっているわけではない。ロバート・

マニングがその著書『アジアのエネルギー要因』で述べて

いるように、アメリカの石油輸入は1960年の１日当たり

180万バレルから近年の880万バレルへと増加しているが

「他の輸入国との間に危機的競争を起こしていない４」。

　しかし、領土やナショナリズムの問題は、アジアの国家

間の関係において決定的な問題として大きく立ちはだかっ
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ているため、この問題がエネルギー分野の政策にまで波及

しないように、関係各国はエネルギー安全保障を注意深く

扱われなければならない。この論文では、エネルギー問題

が主要国間で対立の要因ではなく、お互いの掛け橋になる

ように発展していくうえで必要な政策枠組みに対する問題

や課題を論じ、提案していく。

増加するアジアの石油依存：輸入増加

　近年、アジアはその石油需要の約60％を地域外から輸入

している。各地での石油探査傾向からわかるように、この

地域の生産が大量に増加しなければ、この先の10年くらい

でこの域外依存度は80～90％までに拡大するかもしれな

い。アジアの石油需要は2001年の第１四半期で１日当たり

平均約2,100万バレルだが、この地域で生産される総石油量

は約720万バレルにしかならず、1,380万バレル以上もの不

足分は中東とアフリカからの輸入で賄っている5。これは

1998年の1,100万バレル以上という数値からさらに増加し

ている６。

　近年の景気後退にも関わらず、アジアで石油使用量が引

き続き異常な速さで増加する可能性は高い。中国やタイ、

インド、フィリピンのような国々が高度経済成長を遂げる

に従い、国民生活に必要な石油を求める声は急激に高まる

だろう。それは現在、アジアの先進地域である日本、韓国、

台湾、香港、シンガポールが、人口的にはこの地域の７％

にしかすぎないにもかかわらず、アジアの石油使用量のほ

ぼ半分を占めていることからもいえるだろう。これらの国

や地域で使われるエネルギーの約55％は石油である７。

　対照的に、人口の多い国々では、今までのところ、より

石炭（供給）に依存している。中国の石炭消費量を例に取

ると、石炭がエネルギー消費の74％を占め、石油は20％で

ある。同様に、インドでは石炭が約60％を占める８。この

割合は経済成長に伴ってエネルギー需要の構成が変わるに

つれ変化するだろう。

　アジアは将来、技術的大発見でもなければ、石油関連製

品への依存度が高まるのは避けられない。この地域では輸

送部門の需要がエネルギー需要増加の半分以上を占めると

予測される。国民１人当りの収入が増加している中国やイ

ンドなどでは、自動車の所有が増え、それに伴いガソリン

の使用量が増加するだろう９。

　反面、近代化を通じて工業部門の効率が上がれば石炭の

使用も減少する。天然ガスの使用の推進計画を始めた国も

いくつかある。例えば、日本の経済産業省では2020年まで

に天然ガスの使用量を現在の12％から20％、同様に、中国

では現在の 2 ％から10％の増加を目指している。

　国際エネルギー機関の���（������������	��
�，自然

体ケース）シナリオによると、アジアの成長に伴い、石油

需要は西側先進国の 2 ～ 3 倍の速度で増加し、2010年まで

に１日当たり2,900万バレルに達すると予測されている10。

アメリカ・エネルギー省も同じような増加を予測している。

速いと思うかもしれないが、1970年から1994年の間に、ア

ジアのエネルギー需要は 4 倍になり、驚異的な成長のため

石油の使用量は24年間で274％の伸びを示した。それに比

べて、世界の他の地域では平均63％である11。

　石油消費が増加する可能性は、発展の度合いを比較する

ことで非常によくわかる。１人当りの石油消費量を見る

と、中国はアメリカの22分の 1 以下、韓国の13分の 1 以下

である。1 人当りの電力使用量では、中国は����諸国平

均の約 5 ％、インドは 3 ％強である12。依然として中国や

インドのような政府による規制が行なわれている国のエネ

ルギー効率の水準は低い。特にインドのような国で政府援

助のエネルギー価格が見直され、節約に対して市場で見返

りが出るようになれば、エネルギー利用増加抑制の余地が

ある。

　それでも、これらすべての対策が提起され実行されて

も、アジアの石油利用は、社会的選択と環境的要因如何で、

この先の10年間でこれらの予測より多くなるかもしれな

い。世論が政策立案者に対して、現行の石炭資源への過度

の依存と原子力の拡大を止め、天然ガスや他の選択肢を選

択するよう迫るかもしれない。中国の場合、合理的な価格

政策により、費用のかかる中国南部への石炭輸送は、増加

する石油消費に比べて競争力がなくなるかもしれない。同

じ理由で、最近の度重なる原子力施設における事故の結

果、日本では28��分の発電設備容量を追加するために予

定されている新たな20 ヵ所の原子力発電所建設計画を、政
5 ���������	
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治的圧力により中止するよう強いられる可能性もある13。

日本が同量の電力量を石油火力発電所で発電するなら、日

本の石油消費は、アジアの石油需要についての国際エネル

ギー機関や他の予測から外れ、さらに１日当たり117万バ

レル増加するだろう14。

　アジアの石油消費が今後10年間で１日当たり600万バレ

ル余りから1,200万バレルに増える一方で、この地域の供給

はそれに応じて増加することは期待できない。国際エネル

ギー機関によると、アジアの石油産出量は、2010年までに

現在の１日当たり765万バレルから640万バレルに減少する

と見られ、一方、他の楽観的な分析はわずかに100万バレル

ほど増えると予測している15。

　この違いは主に中国の潜在的産出容量の可能性について

の見方の違いから来ている。中国は、現在この地域の採掘

量の約半分を担っている。2001年では、国際的な石油価格

の上昇にもかかわらず、中国の石油産出量は第１四半期で

前年に比べて平均1.4％減少している。この傾向は、効果の

上がらない価格改革や、不利な地理的要因、国の石油部門

の全般的な硬直性、国内主要産業間の資本の制限があるた

め、変わることはないと思われる16。

　たとえ中国が奇跡的に直接投資関連法や石油ビジネスを

見直したとしても、外国投資家は一般的に中国の石油資源

の経済的、地理的な潜在能力に懐疑的である。最近、中国

の渤海湾沖で外国石油会社が相次いで探査に成功し、ま

た、イタリアの���社、シェブロン、テキサコ社、中国海

洋石油総公司（�����）からなる合弁企業����社は、

南シナ海で新しい油田を発見した17。中国の西タリム盆地

に油田の可能性があると考えられているが、費用、厳しい

地形、国のインフラ設備と沿岸の需要中心地からの距離の

遠さにより、この地域の商業開発は、世界有数の難しくコ

ストのかかる開発になっている。中東の石油価格が常に１

バレル15ドル以上に留まらなければ、タリム盆地から沿岸

へ輸送する石油は世界の他の供給地と競合できない18。

　アジアの他の地域における石油産出量増加の展望はそれ

ほど楽観的ではない。インドネシアでは確認埋蔵量が1994

年以降14％減少し、50億バレルと言わている19。しかし、そ

のほとんどは手付かずで、政府が沖合と東部地域の探査に

石油会社を誘致すれば、再び産出量を増加させることがで

きるかもしれない。北海の油田で減少を食い止めたよう

に、西インドネシア地域の主要陸上産油地における産出量

減少に先んじて先進技術を投入するためには、有利な投資

条件が必要になる。1998年に発見された東カリマンタン地

域の２つの油田（西セノとメラベサール）は10億バレル以

上の石油を保有していると見られている20。主要なミナス

油田に���（増進採収法）を施すカルテックス社の提案も、

さらに１日当たり10万バレルの産出を加算することがで

き、自然な産出減少の影響を遅らせることができる21。し

かし、インドネシアは政治的に不安定なため、エネルギー

部門への投資を促進する努力に暗い陰を落としている22。

　パプアニューギニアやベトナムでは、多少の伸びの可能

性があると見られ、一方、マレーシアの産出量は2005年ま

でに減少が始まると見られている。すでに、マレーシアの

埋蔵量は減少が始まり、現在40億バレルを下回る23。マ

レーシアは1997年に石油税を減税したが、探査は主に独立

した小さな石油会社で行われている。国営のペトロナス社

は大掛かりな国際探査活動に乗り出し、ビルマやスーダ

ン、イランのような、アメリカの経済制裁の標的とされ、

隔離された国へもリスクのある投資をしている。

　西インドネシア、インド沿岸、ベトナム沿海部、つい最

近まで地雷により活動が阻害されてきたカンボジアなど、

アジアの未開拓の地域では、開発されない場所が残ってい

る。ベトナムで確認された埋蔵量は６億バレルに過ぎない

が、さらに探査を続ければ数十億バレル産出される見通し

である24。実際にベトナムは石油、ガスの産出量を増やし

たい意向で、外国の石油活動を規定する魅力的な法律を新

規に制定した25。
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　それほど見込みがあるとはいえない地域がいくつかしか

ないにもかかわらず、アジアでは地質学上、これまでのと

ころあまり多くの大規模な石油盤層は見つかっていない。

事実、過去10年間以上、アジアで見つかった炭化水素の 3 

分の 2 は天然ガスの地層である。ナツナ、ビルマ、バング

ラディッシュのような天然ガス層では、技術的な問題（ナ

ツナの場合は、高い��２含有量のため）や政治的障害、イ

ンフラ設備や市場が未開拓であるなどの理由により開発が

困難に直面している。

アジアの石油地政学

　アジア域内の石油供給源が抜本的には拡張されないとい

う比較的悲観的な見方により、この地域の多くの大消費国

は、石油輸入政策を国の最重要課題に掲げるようになっ

た。「アジアの中東の石油に対する依存の高まりと中東の

アジア依存」という「変えられない傾向」を予想している

分析もある26。すでに、中東の輸出の60％以上がアジアへ

渡り、アジアの総石油輸入量のほぼ70％が中東の産地から

来ている。シンガポールで精製される総原油量の約84％は

中東産、また、日本で加工される石油の78％も中東産であ

る27。国際エネルギー機関の予測によると、アジア太平洋

地域は2020年までに１日当たり2,000万から2,400万バレル

を中東から輸入することになるだろう。この石油がもたら

す連関の最終的な結果は、経済的関係と政治的関係の連動

する調和的なネットワークになるかもしれない。

　このような新しく複雑な関係はすでに現れ始め、アジア

諸国が生産段階のペルシア湾岸諸国の石油やガスの上流部

門に投資し、主要中東石油産出国がアジアの下流設備に投

資するという交差した投資も生んでいる。この複雑な関係

には、軍事取引や外交主導の事業など他の協力関係も含ま

れている。

　アジアの石油会社数社がペルシア湾の油田に投資してい

る。日本は過去数十年間、アブダビの油田、サウジ・ク

ウェート中立地帯、オマーンとカタールの���事業など中

東の石油部門への投資を先導してきた28。最近では、サウ

ジアラビア中立地帯での利権協定満了後、日本はイランに

接近している。石油資源開発、石油公団、インドネシア石

油、トーメンなどの日本企業からなる合弁会社シルクロー

ド石油は、イランの巨大なアザデガン油田を開発する案を

現在提出中である29。

　マレーシアのペトロナス社は、ヨーロッパ企業との合弁

事業で、イランやイエメンで油田の開発を行っているが、

イランのサウスパース（��������	
）ガス田の開発も行っ

ている。韓国もカタールで���事業に投資をしている。

　最近、中国とインドも同様の行動を取り始めている。両

国は、外国投資に市場を開く可能性のある、イランおよび

イラクについては国連の経済制裁が緩和された場合である

が、油田の開発に乗り出した。インドはイラクのツバ油田

への投資の調査を開始し、一方、中国石油天然ガス集団公

司（����）はイランとイラクで権利獲得を始めている。同

社は南イラクのアルアダブ油田開発に12億ドルの契約をし

ている。さらに、同社はイラン、中国その他の沖合におけ

る油田の開拓について、イラン国営石油会社と合意文書を

交わしている。しかし、これまでのところ、国連制裁と

ハードカレンシー不足のため、どちらもできないでいる。

　反対に、中東の石油産出国数カ国では、関係を強化し販

売市場を確保する努力をしながらアジアにおける精製施設

を求めている。1991年、サウジアラムコ社は韓国で第３位

の製油会社、双竜精油（現�����社）株の35％を４億７千万

ドルで買った。同社は、また、1995年にフィリピンの大製

油会社ペトロン社株の40％を買い、福建省の石油精製会社

への投資について中国と交渉を続けている30。

　新しい石油をめぐる交差関係構築の傾向は、中国の新し

い政策に最もよく表れている。中国政府は、国営石油会社

に対し、石油とガスの供給源を多様化して確実な供給源を

確保する努力の中で、より外を向いていくこと奨励してい

る。増加するエネルギー需要に照らし、自国の石油産業で

は石油の自給自足を続けることができないと考えた中国の

国家発展計画委員会は、1986年、正式に石油の輸入にゴー

サインを出した。しかし、中国が初めて純石油輸入国に

なったのは1993年のことである。輸入の割合は年々徐々に

増え、今日、中国の石油輸入は１日当たり平均150万～170

万バレルになっている。今後10年で200万～400万バレルに

なると見られる31。

　中国は高まる石油需要と国内の石油生産の衰えに直面

し、1996年、国内のエネルギー需要の約 3 分の 1 を、国際
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的探査と買収活動を通じて獲得する計画を発表した32。

1997年、����は、ベネズエラ、スーダン、南イラク（国

連の制裁が解除されるまで待機）、イラン、またアクティビ

ンスクムナイ（���������	
���）製造組合の株60％とウ

ゼン油田を43億ドルで買うことを約束したカザフスタンな

ど、油田と探査権にメジャーよりも高値をつけて世間の注

目を浴びた33。カザフスタンからの購入は、遠い中東石油

供給地の混乱や国際海上輸送路の大変動、とりわけ南アジ

ア海上輸送路の要衡などを回避する手段として、中国が長

距離パイプラインを通して陸路で石油を輸入することがで

きるという可能性を開いた最も興味深い投資とみられた。

　ゲイ・クリストファーソンは、安定した石油輸入と中国

周辺に経済圏を構築するために計画されたとするこの政策

に、次のような説明を与えている。「中国の中央アジアと

アジア太平洋に対する戦略は、一方的に立てられているわ

けではない。むしろその地域の国々と協議したうえで作ら

れている。この戦略には、国境を越え、中国国内の経済圏

から周辺の国々へと広がる経済圏の形成も含まれる。西北

経済界と東北経済界を命名し、内陸部が沿海部地域と同様

の恩恵を得ることを期待して、内陸国境地帯を国際貿易に

開放した。石油とガスのパイプラインは、これら経済圏を

統合し連結する要である。34」

　中国はまた、中央アジアでの活動を、現在アメリカ海軍

により巡視、警護されているペルシア湾上の石油供給地へ

の潜在的なランドブリッジ（大陸間輸送回廊）として考え

ていると言われている35。

　この地域には確認埋蔵地がない。このため、パイプライ

ン建設の採算性が脆弱になっている。また、（���の）新し

く独立した国の大半で民族的、社会的不安があるという問

題を抱えている。この地域が不安定であるために、エネル

ギー資源を市場へ運ぶために不可欠な、インフラ設備建設

を表明する投資家を見つけることが難しくなっている。そ

のため、戦略上の利点があるにもかかわらず、中国は依然

として、他国や中央アジアのコンソーシアムから提唱され

た重要なパイプラインの建設を阻まれている36。

　さまざまな阻害要因を別にしても、中国はこれから海上

輸送に対する、陸上輸送路の安全保障上のメリットを比

較、検討しなければならないだろう。中国のタリム盆地か

らカザフスタンまでの陸上パイプライン輸送が、ペルシア

湾からの水上輸送輸入に対して競争力を持つためには、国

際石油価格は１バレル14～16ドルを上回らなければならな

い37。カザフスタンにとって、石油輸出にかかわる計算は

もっと複雑になる。カザフスタンと中国を通る7,200��の

パイプライン案では、輸出運賃と通行権料を除き、1 バレ

ル当りの輸送コストは4.9ドル、一方イランを通る船積み輸

送は 1 バレル当り 3 ドルとされる。ボスポラス経由でヨー

ロッパへ入る場合、輸送コストはカザフスタンの石油を

ヨーロッパへ運ぶ経費より一般的に高くなる。つまり、カ

ザフスタンの生産者は、石油を収益の高い地中海の市場か

ら中国市場へ移す前に、かなりの補助金が必要ということ

になる。アジアの石油市場は一般的に地中海価格よりプレ

ミアムがあるという事実にもかかわらず、これは真実だろ

う。

　アジアのプレミアム価格の存在により、カザフスタンの

生産者がイラン経由で石油を中国に売る上でより大きな利

益を得られるという点で意味を持つのは、バクー～セイハ

ンルート対イランルートの場合だけである38。カザフスタ

ンから中国への高くつく陸上経路の場合、カザフスタンの

石油生産者が利用できる中で最も利益を生まない輸出ルー

トであるため、価格的に不利な点は中国政府の支援により

解消されなければならないだろう。中国の政策決定者に

とっての課題は、この多様化における安全保障の利点が石

油輸入コスト全体の経費にみあうかどうかということにな

ろう。

　中国もまた、隣接する日本と同様、変化した国際情勢の

中での大国との関係を期待しつつ、ロシアを石油とガス供

給源多様化の相手先として見ている。しかし、ロシアの主

要な産地は、西シベリアに位置しており、中国や日本の消

費地からは極めて距離がある39。しかし、ロシアのサハリ

ン島には現在、4.5兆�３の天然ガス、40億～50億バレルの
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石油が埋蔵されていると見られ、エネルギー売買の可能性

はある。現地の２ヶ所の事業からはすでに石油が出てい

る。さらに、サハリンの天然ガスは、特に政治的、経済的

制約から原子力産業拡大が窮境に追い込まれている日本に

とって、クリーン・エネルギーの非常に魅力的な資源供給

源になるだろう40。

　イルクーツクに点在する天然ガス田が、中国北部へのパ

イプライン供給源として論じられているが、この事業には

商業的問題が多数ある。これらの問題は、お決まりの高い

輸送コストから、対象となるコビクタガス田の規模や品質

にまでわたっている41。ロシアの大石油会社の１つである

ユーコス社は、東シベリア油田と中国をつなぐパイプライ

ンの建設について中国政府と交渉を続けているが、この40

億ドルの事業は、これまでのところ、債務負担が多すぎる

ことと、ロシア側が長期石油購買契約を要求しているため

行き詰まっている42。この種の戦略的エネルギー協力には、

資本不足を克服する明確な手段だけでなく、実践的かつ強

い意志をもった相互努力が必要だとする分析がある43。こ

のような事業を実施するためには、アジア開発銀行、世界

銀行（����）、国連開発計画（����）、アジア太平洋経

済協力会議（����）のような国際組織や地域フォーラム

の参加が重要となってくるだろう44。

　ロシアの石油・ガス資源を東アジアへ輸出することは、

北東アジア諸国にとっていくつかの地政学的な利点があ

る。ロシアにとっては、ロシア極東の経済発展に重要な原

動力となり、中国、日本との関係改善の手段ともなる45。二

国間のエネルギー貿易は、不調なロシアの石油、ガス部門

や困窮する極北東部地域の自治体へ日本や韓国の投資資本

や技術を導入する可能性を開く46。同時に日本は、中国と

バランスを取り、かつ中東への石油・ガス依存を減らすた

めに、ロシアとのよりよい関係を求めている。エネルギー

外交が改善されるに従い、日本は第二次世界大戦の終わり

にソ連に取られた北方領土を巡る論争の熱を冷ましつつあ

る。さらに、ロシア極東のエネルギー供給地の存在によ

り、中国はアメリカ海軍による封鎖の恐れがある中東の海

上輸送を利用しないルートでの石油輸入を展開できるよう

になり、同時に国際舞台におけるアメリカのヘゲモニーと

釣り合いを取るために、ロシアとの協力が実現される可能

性もある。

　ロシアと中央アジアの供給源が有望であるにもかかわら

ず、アジアのペルシア湾石油への依存の高まりと、ペルシ

ア湾岸諸国の成長するアジア消費市場への依存は、今後10

年間でも一般的な傾向として残るだろう。この傾向は、ペ

ルシア湾の安全保障の戦略と戦術、西南アジアと東アジア

におけるアメリカ海軍の役割、この２つの不安定な地域間

における一触即発の政治的問題をどう連関させていくかと

いう３点に対して重要な示唆を持ちうる。

　皮肉にも、この先ペルシア湾におけるアジアの依存が高

まるにつれ、アメリカは実際に西半球や大西洋海域からの

石油にますます頼ることになるだろう。石油の流れは、政

治的関係よりも、むしろ経済の流れに結びついていること

が石油市場の世界的広がりからも読み取れる。ベネズエラ

やコロンビア、カナダ、ブラジル、西アフリカ、アメリカ

のメキシコ湾で増える石油生産により、ペルシア湾の石油

はアメリカ市場から締め出され始めている。

　この新しい現実により、現在ほぼアメリカ単独で守られ

ているペルシア湾の防衛について、負担の分担問題が持ち

上げるかもしれない47。とりわけペルシア湾におけるアメ

リカ軍の努力に、これまでのような日本や韓国といったア

メリカの同盟国だけでなく、関係があいまいな中国、イン

ドなどの国が参加する場合、アメリカの世論がこれをどう

見るかは定かではない。

　イラクやイランとの石油貿易関係を深める中国の活動

は、中国が兵器と石油のバーター取引や、兵器の販路とし

ての関係をこれらの国々と結ぶのではないかとの懸念を抱

かせている。これは、イラク、イランのいずれかの国と、

ペルシア湾のアメリカ同盟国間の対立が、中国を西側諸国

との争いに巻き込むことを意味する。

　皮肉なことに、中国がイラクやイランの大量の石油を入

手しても、直接的な利益を得ることはできないかもしれな

い。中国全体にある老朽化し性能の低い石油精製設備で

は、石油精製物の質が限られているのである。中国では、
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イラクやイラン、サウジアラビア、クウェートなどのペル

シア湾岸諸国で産出される大量の低質油のほとんどを精製

できない。2005年までに中国がこのペルシア湾産低質油を

加工処理できるのは、わずかに１日当たり100万バレルを

少し越える程度と思われる。しかしアブダビやイエメン、

オマーンといった国々から輸入することはできる48。

　中国の石油輸入の必要性が増えるということは、アメリ

カやヨーロッパ、日本といった他の先進諸国と同じエネル

ギー資源、シーレーンへの依存度がさらに高まることを意

味する。これは、中国の戦略的利害関係を、中東における

西側諸国の利害関係とより深く結びつけることができる。

中国はますます日本、韓国、インドと同じエネルギー供給

源を競うであろうことは事実であるが、このことが緊張や

対立の度合いを増すとはかぎらない。

　1990年、当時石油を自給自足していた中国は、アメリカ

がイラク軍をクウェートから撤退させるために国連（安保

理）を召集した際に棄権している。中国が大輸入国であっ

たら、将来の危機に対して全く違う反応を示し、紛争管理

において中国とアメリカを同じ側に置いたかもしれない。

結論：対立か協力か

　輸入の増加と中東への依存の継続、規制緩和を特徴とす

るアジアの新たなエネルギーの未来は、対立への道を歩む

のだろうか、それとも協力の道を歩むのだろうか。今日の

世界エネルギー市場は、協力に対する一連の強力なインセ

ンティブ（誘引）を作り出している。これは実際に、アジ

ア域内だけではなく、中東のような主要な供給元となる地

域を含め、世界中で起こっていることなのである。これを

よく表しているのが、国際エネルギー機関などにおける、

主要な石油の消費国である中国やインドと良好な関係を構

築しようとする協調的行動である。しかし、歴史はたとえ

どんなに表面的にしか読まなくても、ある種の教訓をわれ

われに与えてくれるのである。20世紀は資源をめぐる国家

間の矛盾が直接的ないし間接的原因となって引き起こされ

た、第1次世界大戦から湾岸戦争に至る数々の戦争にまみ

れてきた世紀なのである。

　エネルギーの世界市場は他の市場と同じである。それは

非常に微々たるものではあるが行為規範を前提とし、これ

らの規範が守られないときには、暗黙的にではあるが力の

脅威に後押しされているのである。この点に関して、アメ

リカは、スエズ運河より東方に位置する主要な海軍を通し

て、アジアのエネルギーの将来に明確な役割を果たしてい

る。

　ペルシア湾の安定を脅かすものがあれば断固として介入

し、世界の海上輸送路を守ることができるアメリカの軍事

力がなければ、自由で開かれたアジアの平和なエネルギー

交易の実現可能性はかなり薄れる。

　日本と韓国にとっては、どんな国内の政治的困難が伴お

うと、増加するエネルギー輸入によって派生する地政学的

戦略における動向は、あまり問題にならない。両国とも、

すでに主要な炭化水素輸入国であり、アメリカにとって長

年の同盟国である。アメリカのペルシア湾における優越と

国際海上輸送路の支配に対する両国の依存は、すでに避け

ることのできない現実になっている。これは両国が中東の

産出国それぞれと関係を築く機会や、地域内のエネルギー

産出国、特にロシアとの協力関係を求めることを避けると

いう意味ではない。しかし、ペルシア湾の安定や東アジア

の海上輸送路の安全保障を確保するアメリカの明白な役割

が広く認められるという条件のもとで、このような接近は

残るだろう。

　これに比べると、中国にとっては、中東の石油への依存

とアメリカ軍による石油調達保護への依存が起こるとの見

通しは、外交政策に新しい問題を投げかける。

　中国海軍はかなり強化されているが、中国の軍事力は、

東アジアの海上輸送路を確保するには程遠く、ペルシア湾

の安全保障はさらに無理である49。近い将来の見通しとし

て、中国の軍事的役割には限界がある。アジアのシーレー

ンを通る石油流通を中断させるという恐れが誇張されてい

るが、代わりのルートがいくつもあることから、実質的に

はそのようなことは不可能である50。さらに、東アジア内

のアメリカ同盟国への石油供給を封鎖する試みは、ほぼ確

実に即時にアメリカの軍事行動を引き起こし、中国そのも

のの石油輸入をも危険にさらすことになる。

　中国によるイラクとイランへの兵器販売はかなり行われ

ている51。アメリカのペルシア湾での影響力と釣り合いを

持つ手段として、バグダットとテヘランは明らかに中国と

の接近を考えている。しかし、この地域におけるワシント

ンの影響力は圧倒的である。イラクとイランは、中国を外
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交支援、兵器供給、エネルギー部門への潜在的投資対象と

して見ているが、近い将来、これら三カ国がアメリカ軍と

衝突しても簡単に阻止されるであろう52。中国自身もイラ

ン、イラク政策の限界を認識しているように見え、精製施

設への投資を続け、サウジアラビアとの権益を更新して、

すでに同国との高官レベルの外交取引に力を入れ始めてい

る53。

　中国は国内や隣接する地域、特にロシアとカザフスタン

の供給を強調する政策により、安心を買えるかもしれない

が、費用がかさむかもしれない。さらに、危機における信

頼性の問題も残る。中東の不安定さにより石油の価格が高

騰した場合、例えばカザフスタンのように現金のひっ迫す

る国が、中国に石油を安値で売るとは思えない。

　これらの事実は中国の２つの重要な政策目標である、大

国としての他国に縛られない活動の独自性と、体制の正統

性を持続させる経済成長を直接的な危険にさらす54。

　アジアにおける相互依存の現実から見れば、エネルギー

分野における協力の可能性は、対立のそれよりも高い。結

局、各国が取りうる政策は限定的である。アジアは確実に

1970年代に西側諸国が味わった石油ショックの経験から多

くを学ぶことができる。制限された中東の石油供給の有利

な利権を得るためにお互いに争うのではなく、北大西洋条

約機構（����）同盟国と日本は国際エネルギー機関を設

立し、共同で代替のエネルギー資源開発のための基金を出

し、省エネ、備蓄、代替エネルギーの開発のための戦略を

進めている55。西側諸国は、軍事的にしろ他の方法にしろ、

一国単位で行うよりも、むしろ、お互いに調整して資源を

分け合うことにより、中東からの供給中断の影響を最小限

に食い止めることをすばやく学び、その教訓は1990年の湾

岸危機の際に役立った。

　さらに、エネルギー界で共通した活動を行うことによ

り、公式的な機構と非公式的な規範の両方を育成し、その

地域の協力関係をより広めることができる。思い返せば、

ヨーロッパ連合は、ドイツとフランス間の比較的ゆるやか

な経済協力活動として始まった。このことを持ち出すの

は、何も東アジアで同じような経済的、まして政治的連合

の発生を示唆しているわけではない。しかし、ヨーロッパ

から得られる教訓は、例え限られた協力でも、仮に成功す

れば、ヨーロッパで行われたように、個人間のネットワー

クを構築し、伝統的に疑い深い政府間に話し合いの気風を

生み出す助けになる。

　エネルギーの最前線における協力の領域は多岐にわた

る。アジアの鍵を握る消費国は、お互いのためになる共同

備蓄や調査機関（例えば、日本はすでに中国と共同でク

リーン、コール技術の開発を進めている）を作ることに

よって、国際エネルギー機関のシステムを真似る（もしく

はできれば同じやり方をする）ことができる。北東アジア

には、価格と外国資本の導入を改善することはもちろん、

エネルギーインフラ整備をつなぎ、相乗効果と市場効率を

生み出す余地がある。政治的障害は大きいかもしれない

が、供給源へのアクセス改善および消費者価格を下げる、

国家間の天然ガスと配電網の共有という西半球の経験は、

よい教訓となる。いくつかのエネルギー網がアジアで提案

されている。�����諸国をつなぐ天然ガス網、ビルマ、

バングラディッシュ、インド間をつなぐもの、そして、

もっと大掛かりにロシアの石油とガスを日本、中国、南北

朝鮮へ運ぶ計画などがそれである。ロシアのイルクーツク

地域でも、余った水力発電電気をモンゴル、中国北部へ輸

出することを検討している。

　最後に、安全保障の部門にも協力の領域がある。重要な

海上輸送路での事故、テロ、海賊行為は、現実的であれ潜

在的であれ、この地域の輸入国全てに脅威を与える56。こ

の３つは、直接的な財政上の費用に加え、地域全体に影響

を及ぼす環境的大災害の不安材料となる57。安全保障責任

が全面的に広がれば、脆弱な海軍力を増強へと向わせる可

能性もあるが、無法者を逮捕、訴追し、環境浄化、緊急処

置に対して合意することで、この地域の地域大国間に信頼

を醸成し、海上輸送路の安全保障に現実の利益を得る分野

を提供することができる。

[�����翻訳]
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　北東アジアのエネルギー協力における中国の重要性につ

いての議論を活気づける主な理論的根拠の一つは、エネル

ギーの輸入、特に中国での消費や、韓国・日本へ輸出する

ロシアの天然ガスの地球環境に対する貢献である。その論

理は単純である。中国のエネルギー消費におけるガスの

シェアの増加は、主要なエネルギー源であり、かつ大気汚

染の主な原因でもある石炭への依存を減少させることがで

きるからである。一方、ガスなどのクリーンエネルギーが

中国のエネルギー消費市場でより大きなシェアを獲得する

ことは、既存の電力供給システムとの利害の衝突を引き起

こす。現在、石炭が発電に利用されていることから、この

ような状況で中国の電力産業の管理体制を考察することは

有意義である。家庭での使用のために、石炭からガスに転

換することは確かに望ましいことである。他方、中国にお

いて電力産業がどのように管理されているかは、国際協力

を通じて、新規のエネルギー源を導入する見通しに決定的

な影響をもつ。

　この論文には二つの目的がある。まず、中国の電力産業

管理構造における政策改革についての最新情報1を提供す

る。他の国々と同様、中国のエネルギー産業における電力

部門の発展も必ずしも科学の論理に従うわけではない。こ

れは調査研究において「持続可能な開発」が明白あるいは

暗黙の理論的根拠である場合に、特に当てはまる。その代

わり、国家レベルの計画から事業の承認まで、その発展は

産業の管理構造及び慣行に非常に強く影響される。ある意

味では、中国がどのようにエネルギー産業を管理している

かを理解することは、中国のエネルギー市場の供給及び需

要の傾向を理解することと同じように重要である。

　次に、前段で得られた洞察に基づき、北東アジアにおけ

るエネルギー協力のビジョンを実現するため、中国の変わ

りつつある電力管理の意味を考察する。その中で、共同事

業の利害関係のネットワークを組織しながら、中国東北各

中国の電力産業管理における変化：北東アジアのエネルギー協力への提言
国際大学大学院国際関係学研究科講師　査道炯

��������������������������������������������������������������������
����ang Ming and Yu Xin�(1996)  は、1979年～1995年の中国における電力管理変化の概略をよく説明している優れた報告である。
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省の電力管理機関と協力を進めることで、北東アジアにお

いて進む、国境を越えたエネルギー協力を考えることに利

点があるという点を述べていく。

中国の電力産業の管理構造

　1949年から1980年代半ばまで、中国の電力産業は中国経

済の中で最も改革されていない部門のひとつであった。国

家が発電・送電施設の唯一の所有者であり運営者であった。

国家独占の影響で、電力産業における海外企業の参加がほ

とんどなかった。中国政府にとって、自立と国家による商

業部門および個人消費の両方への電力供給という二つの原

則に従うことは、国家安全保障の問題であり、ある意味で

は中央政府の地方に対する効果的な政治支配を確実にする

手法として見ることができる。（���������	,1995）

　電力産業に対する改革は、国務院が中央政府ではない事

業体に発電所建設のための資金調達の許可を出した1985年

に始まった。そのような事業体には、地方政府、国有企業、

そして様々な所有形態の集団所有制企業が含まれていた。

この改革は電力産業の投資源を多様化させると同時に、産

業管理を複雑にした。その理由は、中国の様々なレベルの

官僚組織が、産業系列に沿った調整をすることが困難だか

らである。そのうえ、中国の発電所の多くは独自的に営ま

れていた。送電網の建設が始まったのは1990年代前半に

なってからである。2

　ところで、電力部門の投資源が増加しても、産業の国家

独占度は変わらないままであったことを心に留めておかな

ければならない。また、1985年には、発電施設への投資を

回収するために、電力価格を決定し多様化することが国務

院によって認められた。しかし、この対策で電力価格が市

場状況の影響を受けて変動することが許されたわけではな

い。「多様化」とは、最終ユーザーそれぞれが、政府によっ

て決定されたそれぞれの価格を払わなければならないとい

うことである。今日同様、政府は様々なレベルで電力の価

格を決定していた。3

　電力産業改革の第二段階は1990年代の前半に始まった。

この改革は、国有電力企業を株式会社として再構築した

り、「企業グループ」を設立したりすることによって、電

力産業を市場競争に押し込もうとした。このような再構築

の目的は、企業の管理責任を軽減し、規模の経済を利用す

ることである（��������	�
	� 1997）。これから述べるよう

に、1995年に公布された中華人民共和国電力法はこの方向

への重要な一歩であった。

　電力産業の改革の第三段階は1998年に始まり、電力部の

解体に表われた。次項で、今日の中国電力産業に対する管

理構造を概観することにする。

中央レベルの管理

　中央レベルでは、国務院傘下で、中華人民共和国国家発

展計画委員会（����）及び中華人民共和国国家経済貿易

委員会（����）が、国家発展戦略、規制や政策方針を立

案作成している。国家経済貿易委員会は、1998年の国務院

傘下で行政機構改革以前のエネルギー省の役割を担ってい

る。現在、電力部門については、国家経済貿易委員会の電

力司が、1949年の燃料工業省の設立後、他のエネルギー関

連機関と７回の合併・分離をした前電力部の権限を引き継

いでいる。このような官僚再構築には長い歴史がある（当

代、1994）。これらの機構改革は、利用可能なエネルギー資

源の活用をより効果的に調整する中央政府の要望に合致し

なければならない。例えば、1998年の電力部の解体によっ

て国家電力公司（��）が発電所建設について自主決定がで

きるというわけではない。水利部は水力発電事業及び農業

用電力の供給についての権限を保持している。

　電力部の解体は1997年の国家電力公司の創立に先立って

行われた（国務院、1996）。国家電力公司は自立企業として

作られた。国務院が国家電力公司を発足した時、旧電力部

長及び次官を最高経営責任者として任命している（国務院、

1996）。従って、国家電力公司はスーパーコーポレーショ

ンとなり、電力部の直接支配を受けていた7つの地方電力

会社グループと6つの地域レベルの独立電力網を支配して

いる4。加えて、国家電力公司は公安部と共同で、中国人民

武装警察部隊の水力発電部門である安能公司の経営の責任

を負っている。

　さらに、中国電力企業連合会（���）というもう一つの

中国電力産業管理体系の一部である全国機関がある。1988

年に創立された電力企業連合会は、中国電力産業の業界団

体だったが、実際はエネルギー部及びその後任となった電

力部の直接管理を受けて運営されていた。電力企業連合会

の主な役割は「全ての電力企業に様々な形のサービスを提

 ────────────────────────────────────────────────────────────────── 
2  中国電力網建設有限公司は、三峡ダム建設計画に着工の決定と共に1993年に設立された。
3  電力価格決定についての詳しい情報は、次の中国エネルギー情報ネットのページで見られる。

http://www.energy-china.com/Zhenfu/talk_dl/151.htm.
4  ７つのグループ電力会社は、東北、華北、華中、華東、西北、華能（山東省）、葛洲�（湖北省）。６つの地域網は、山東、四川、福建、雲南、広

西、貴州。［出典：http://www.peopledaily.com.cn/GB/jinji/222/5151/5284/20010429/455647.html］
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供すること」と、「電力産業管理」で解散した部を援助す

ることである（���ウェブサイト）。このような曖昧な目

的の背景には、1980年代半ばに始まった改革に伴い、官僚

の電力産業支配が複雑になりすぎ、一つの部だけで電力産

業関係の全てを調整することができなくなったという現実

がある。

　中央政府の電力部以外の電力産業への投資家は、発電所

及び送電制度に対して、個別の、またしばしば独自的な統

制を行い、利益の衝突や資源の非能率的な使用を引き起こ

した。そこで電力企業連合会は、中央政府が電力産業を全

国ベースの規則や基準に沿った管理ができるよう、産業内

の投資家や管理者を調整した。電力部の解体と共に、1998

年、電力企業連合会は民政部に登録された法人となった。

理論上は、この所属の変更によって、電力企業連合会は完

全に独立した法人となったが、実際は、国家電力公司の最

高経営責任者が、現在、電力企業連合会の会長となってい

る。加えて、電力企業連合会の名誉会長は、前電力部長の

高厳である。これは、電力企業連合会は、まだ電力産業に

おける管理権力とビジネス機能の分離という原則で規定さ

れているような、本当に独立した機関として機能していな

いことを示している。

　一言で言えば、製造業・軽工業の多くと同様に、中央政

府は電力産業を市場に組み込むための対策をとっている。

国内及び海外資金調達で、国家電力公司、その外部団体、

そして関連電力会社は、たしかに官僚運営者よりも市場運

営者として機能し始めている。それにもかかわらず、中国

経済全ての部門の移行過程に言えることだが、官僚的・法

的な難問はいまだに残っている。次の項では、省レベルに

おける中国の電力産業管理を考察する。

省レベルの管理

　国家電力公司の設立に繋がった1996年の国務院の命令

は、国家レベルで電力部が解体されたのと同じように、省

政府やそれ以下のレベルの地方政府に対し、電力産業管理

部門を廃止するよう指示した。省電力局は、管理機能をそ

れぞれの地域の経済貿易委員会に譲り渡すように命令が

下った。省レベル以下の自治体でも同様のプロセスがあっ

た。

　省レベルにおける改革は、①政府管理機能を発電所の運

営から切り離す、②発電所と送電網運営を切り離す、③競

争的な価格制度の導入、という３段階の戦略として描かれ

た。

　しかし、その省レベルでの改革の第一段階は、2000年 9 

月、江蘇省が電力局を撤廃し、管理機能を経済貿易委員会

に委譲する時まで実現しなかった。これと対照的に、同じ

時期までに26の地域経済貿易委員会は国家経済貿易委員会

を見習い、各地方の電力部の政策決定機能を受け継ぐため

に電力局を設立した（新華社、2000.9.14）。このような発展

は、産業が統一した存在として機能できるまでに、改革過

程が様々な障害に阻まれたことを示している。5

　この論文の目的は、中国の地方における行政機構改革の

過程を追うことではない。それよりも、中央政府からの指

令に対して省政府が服従するペースが遅いことや、全国レ

ベルの改革対策を実施するうえでの地方の不均一性は、問

題の複雑さを雄弁に語っている。その他の国有産業を改革

する時と同様、発電と配電を市場原則に基づいた能率的な

システムに移行させるための努力は、発電所の所有に対す

る複雑さ、省の全体的な経済政策決定における力学、そし

て各省間の相違などの要因によって妨げられている。この

点で、統一した全国送電網を2020年までに設立するという

国家政府のビジョンの実現は可能であるかということは今

後の課題である（������, 2000.11.23）。

法的側面

　もし中国の電力産業の管理構造が、国の基準及び実践の

不足に悩んでいるのなら、現代中国史で最初の中華人民共

和国電力法（以下で「電力法」）は、より明確な前途を指

し示しているだろうか。

　電力法は10章、75条で構成されている。電力建設、配電

網管理、供給と価格、農村の発電と消費、そして電力施設

の保護について規定している。電力法の広い射程は、この

産業が直面する数多い課題を暗示している。この法が、国

家政府の電力産業を見直すための総合政策にどのように機

能するかという課題は、他で分析されている（�������

�����������	
� 2000）。

　注目すべきことは、2000年 8 月までに、すでに変わって

しまった市場の現実にとって、この法律は不十分であると

判断されたことである。そのため、国家経済貿易委員会は

法改正の準備を公表し、その過程で地方の参画を招いた6。

今ある電力網を通じた送電に関する政策決定過程における

��������������������������������������������������������������������
���地方自治体によるあらゆる保護政策を禁止することを規定した、2001年４月21日に出された国務院の『国務院の市場経済活動において地域ブロック

を行なうことを禁止することに関する規定』は、中国中央政府による統一市場を育成するためのもっとも最近の試みの一つである。
�������が法の見直しを先導するのはいい傾向である。なぜなら、����は、1995年に電力部が法の最初の草案で示したような既得権を保護する意向

とは対照的に、産業の展開を合理的な方向に指導するための対策を提案するための、管理機関ではなく規制機関として良い立場にあるからである。
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透明性なども、この見直しが取り組むべき主な課題の一つ

である。さらに、電力供給で問題を起こした機関の法的な

責任追求、電力価格・料金の決定についても改正の主要な

内容となり、この法律を世界貿易機構（���）の基準に

合わせるようになるだろう（法制日報、2000.8.16）。

　この法律は現在、改訂中なため、新法の条項がどうなる

かを知る事は不可能である。しかし、この法律を通じて電

力産業を管理する試みが海外の投資にどのような影響を与

えるかを知るために、この法律の主要条項の一つに注意を

払うと良いだろう。現行の電力法第３条は次のように規定

している。

　　　　電力産業は国家経済及び社会発展のニーズに合致

し、適切に発展しなければならない。国家は、国内

外の経済組織や個人が法に従って電源開発に投資

し、電力生産企業を起業することを奨励し誘致する。

　　　　電力産業への投資は「投資する者は利益を得る」

という原則を実現する。

　この法改正を予測するのに役立ちそうな基準は、2001年 

3 月の中華人民共和国中外合資経営企業法の改訂である。

経済計画を上回る市場の強い役割を反映するため、最初の

文章が見直される可能性が高い。電力部が存在しない現

在、この法改正が競争を奨励すると同時に、ある程度の政

府の指導を保ち続けるという中央政府の目的をどのように

反映するかはまだわからない。結局、電力やその他のエネ

ルギー産業部門は、国家安全保障やエネルギー供給におけ

る自給自足のイデオロギーという問題を内包している7。

実際、海外からの中国のエネルギー市場全般、特に電力市

場へのアプローチの仕方は、中国政府がいろいろなレベル

で絶え間なく外国資金を引きつけようと試みた製造業への

アプローチの仕方とは、まったく異なっている。

　「投資する者は利益を得る」という現行の条文の原則は、

おそらくもっとも論議を呼ぶ問題であろう。この原則は投

資の刺激となりうる。それと同時に、電力部門が国の独占

領域にとどまるため、市場競争を抑える可能性もある。問

題は所有制の課題を解決するための中国の苦労を伴い複雑

である。中国の電力部門の海外投資家に関わる規制体制

は、1996年後半に具体化した（�����������	
�	�� 1996）。

しかし、それから中央政府は、電力事業における海外投資

家のために利益を保障した政策宣言を撤廃している。ま

た、中国のエネルギー開発への海外直接投資（���）の規

制管理体制のその他の側面も政府によって変更された。例

えば、建設－運営－譲渡（���）計画（はじめに1996年の

広西チワン族自治区の来檳�事業において適用された）は、

もはや中央政府の優先政策と一致していない（�������� 

2000.7）。海外直接投資を伴う数多くのその他の部門や事

業に対する中国の政策がそうであるように、政策が絶えず

変更されることは日常あたり前のことである。また、中国

の電力部門の効率化が、必ずしも中国エネルギー部門へ参

入する海外投資家の高い利益を生むわけではない

（�������� 2000）。

　まだ決着がつかない中国の世界貿易機構（���）への

加盟は、中国の法律に存在する法の不規則性を解決する手

助けになるだろう。しかし、この過程には時間がかかり、

円滑にはいかない可能性もある。例え���の規定する国

民待遇が忠実に履行されても、中国の電力産業への海外投

資家は、まだ同じ不完全な市場で国内運営者と競争しなけ

ればならない。中国への海外投資の20年間の経験が示すよ

うに、市場の不完全性は、数多い要因のなかでも、経済関

係法の施行を妨げる官僚的影響に起因し、また、重要なこ

とには、���規約は加盟国の政府が自国の国家経済計画

を禁じないことである。

　一言で言えば、思い切った改革手段をとっているように

見えるが、独占と官僚の強い影響は未だに中国の電力産業

管理の大きな特徴である。発電において「地方を（経済的

及び法律的な）事業体にする」ことを目指した中央政府の

地方分権計画は、結局、地方で防護壁が建てられ、中国電

力産業の能率的な運営を邪魔されて終わった、と報道され

た朱鎔基首相の批判はその一例である。この状況に対し、

朱首相は国家経済貿易委員会など中央政府機関に、電力産

業改革のための戦略を作成し主導権を取り戻すよう指示し

た（21世紀経済報道、2000.12.7）。

　しかし、1980年代前半から、経済政策決定の地方分権化

や、中央政府から省レベルの官僚への権力の委譲なしで

は、中国経済は発展しえなかったであろう。国と省の税収

の分離を認めた1990年代半ばに行われた財政改革とは、地

方がそれぞれの経済政策を決定する権利を保持・拡大する

既得権を持つことを意味する。そのような政策は、必ずし

も中央政府の指令や選択を強めるわけではない。現代中国

史における中央政府と地方政府の間の関係は、未だかつて

調和されたことはなく、中央集権化・分権化・再中央集権

化が繰り返されている。その結果として、ここ20年の全国

的な成長という印象を与える統計にも関わらず、地方の発
��������������������������������������������������������������������
���中国が1993年に石油の純輸入国になって、国内で石炭があり余るようになったので、「以煤代油」（石油の代わりに石炭を使う）政策はエネルギー

開発における「自己依存」固執を示している良い例である。
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展は不均等である（����������	������
��	�������
 

1999）。

北東アジアにおけるエネルギー協力に対する影響

　北東アジアにおけるエネルギー協力の問題を考えると、

中国の重要性を考慮するいくつかの面がある。たしかに、

地理経済及び戦略的要因は重要な役割を果たしている

（�������� 2000）。中国の将来における総エネルギー需

要や、エネルギー発展の優先事項や事業の選択に対する予

測（��������� 2001）は、中国のエネルギー安全保障の扱

い方や、その中に北東アジア地域をどうやって織り込むか

についての我々の理解を助ける。国家レベルの状況だけを

見た場合、「誰が中国に燃料を供給するのか」（��������

��������	
����1998）という疑問、そして中国のエネルギー

産業は海外投資家に対してどのような機会を提供するか

（�����������	�
�����
�1999）という考察が重要にな

る。

　これまで述べてきた中国電力産業の管理構造における変

化の概観を通して、新しい局面を考察してみたい。伝えた

いことは簡単である。中国国内の政治経済における原動力

は、国際政治・経済という大きな問題と同じくらい、北東

アジアにおけるエネルギー協力の展望に影響を与える可能

性が高い。

　第10次５カ年計画期間（2001年～2005年）では、エネル

ギー開発における中国の優先事項は、西部地方と、その巨

大なエネルギー埋蔵量が華東や華南の経済発展に果たす役

割に焦点を当てている。国の新規電力事業の37.4％は西部

の12省だけで始められると伝えられている。同様に、この

事業は、西部の発電所と南部（広東）及び東部（上海・江

蘇）の消費者をつなぐ送電網の巨大な集まりによって結ば

れている（������� 2000.11.27）。もう一つの注目されるべ

き大事業は、新疆その他の西部地方と、中国の中部・沿海

地域（上海）の消費者をつなぎ、また内モンゴルから北京

をつなぐガスパイプラインである（���������� 2000）。

　それに引き換え、中国の東北地方は西部地方のような中

央政府によるエネルギー投資の注入をされていない。加え

て、東北地方は、近年、自らの産業基盤を発展させること

が沿海地域よりずいぶん立ち遅れている。この状況によ

り、管轄区内の地域において商業目的のエネルギー資源開

発のため、あるいは自らの消費ニーズを満たすため、もし

くはその両方の目的のために資金を調達する能力は限られ

る。しかし、東北地方の未来の見通しが全く暗いというわ

けではない。全国の電力網ネットワークが整備されたら、

その地方の電力供給者も（全国ネットワークに電力を売る

ことによって）利益を得る機会がある。

　上記に要約された結論は、北東アジアにおけるエネル

ギー協力に対してどのような影響があるのであろうか。以

下、全般的な疑問をいくつかの関連した事柄に分類して問

題提起をし、中国が地域協力事業計画ともっと結びつくた

めの戦略を提案していきたい。

　もし中国政府のエネルギー発展が西部及び沿海地域を優

先しているのなら、中国を含む地域エネルギー協力事業を

開始する努力は早すぎるか？

　中国政府の第10次５カ年計画（2001年～2005年）では中

国の東北地方（黒龍江省、吉林省、遼寧省、そして内モン

ゴルの東部）が優先されていないことは事実である。また、

沿海地域に比べると、この地方の経済基盤はもっと弱いこ

とも事実である。そもそも、この地方では国からの資金不

足に苦しんでいるからこそ、国際協力事業にはより大きな

役割がある。調査も多国間エネルギー事業計画も、中国の

政治経済的な現実を把握する必要があるという認識が非常

に重要である。その現実とは、様々な形の北東アジアエネ

ルギー協力における中国の特質は、北京の中央政府ではな

く、東北の各省を相手にする意義があるということであ

る。中央政府は、電力やその他の形態のエネルギー開発の

責任を地方に分権している事実を考えると、この点は特に

重要性をもつ。タイミングの面では、ロシア、中国、日本

の全般的な政治経済的環境は、ほとんどの指標で、以前よ

り地域協力事業を開始する助けになっている。従って、今

度は、近い未来に地域エネルギー協力事業を開始すること

は、北東アジアにおける積極的な地政学的展開を強めるこ

とができる。

　分権化された中国電力産業の管理構造は、国際協力努力

の成果にどのような影響を与えるか？

　簡単に言えば、進行中の中国の電力産業の管理体制にお

ける変化は、地方権力の強化を意味する。経済政策決定に

おける地方自治権の増加は、中国の歴史的な傾向である。

中国の管理体制に対する大きな混乱（例えば、内戦や国境

を接する国との軍事衝突）がなければ、その傾向が逆転す

ることは起こりそうもない。これは、地域協力エネルギー

事業の概念化は、地方の経済（特にエネルギー）企画者の

参加で始めるべきであるということを暗示している。特

に、そのような事業開始に関連した商業的リスクのため、

国際的に（財政的及び外交的に）それほど大きく係わり合

えない場合に、地方のシニシアティブを取らないと、事業

の成功に結びつかない。一方で、しかし中国の東北各省を
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国際研究・事業計画努力の中心に置くということは、中央

政府を無視すると言っているわけではない。むしろ、中央

政府による支援も重要である。確かに、国際事業に乗り出

すときに可能な財源として、また政策を保証する機関とし

て、中央政府は重要である。

　中国東北各省では産業基盤が全般的に衰退し、そのため

短期的には自らのエネルギー需要もそれほど上がらないの

であれば、この地方の電力その他のエネルギー運営者に対

する国際協力エネルギー事業に参加する誘因は何か？

　いくつかの調査が繰り返し示したように、エネルギー産

業自体は成長産業に変えることができる。地方にとって、

多国間のエネルギー発展事業に参加する直接の利得は、海

外投資事業が導入する資本である。加えて、エネルギー供

給の増加は、産業、農業、商業、そして家庭用の電力など

のエネルギー費用の軽減にもつなげることができる。地方

のエネルギー部門におけるこのような発展もまた、その地

方の全体的な経済成長に貢献することができる。地方政府

の電力産業の独占は、障害になる可能性がある。地方の経

済企画機関が従来のエネルギー燃料供給者に依存する傾向

も、もう一つの越えなければならない障害である。つま

り、地方協力エネルギー事業を可能にするためには、地方

エネルギー協力事業の経済、環境、社会的な利益について、

（省レベルかそれ以下の）地方官僚の研修を行うことが極

めて重要である。このような研修には、開発経済学の基礎

だけでなく、地方エネルギー発展事業への国際援助を求め

る過程についての具体的な情報が含まれるべきである。そ

れを次に述べる。

結論：戦略の考察

　これまでの論議から、北東アジアで地方エネルギー協力

事業に乗り出す際の要点をいくつか提案したい。

◆　中国東北地方の省経済企画者だけでなく、電力や

他のエネルギー運営者と共同で始める。

◆　省政府と電力事業者の政策方針を確実にした後、

中央政府からの同意及び支援を得られるよう地方

を援助する。中国経済発展事業計画を５ヵ年サイ

クルで実践し、毎年調整する余地を与え、地方エ

ネルギー協力事業計画は、地方・国家両レベルで

の中国の経済計画機関のフォローアップを行わな

ければならない。

◆　地方エネルギー協力事業に、できるだけ多くの多

国間組織の株主を巻き込む。中国はこのような国

際多国間経済機関とともに20年間仕事をし、中国

の経済機関と国際機関の協力体制を作り上げた

（���, 2000:25-27）。つまり、地方エネルギー協

力事業に対する中国の中央政府の同意を得るため

の官僚の人脈は、難なく得られる。このような多

国間機関の株主には、次の機関が含まれる。

国連開発計画（����）8：国際支援・投資組織の総合融資

政策を決める際に役立つ投資予備調査の健全な実績を持つ

国連開発計画は重要である。技術援助も専門である。初め

から地方エネルギー協力事業に参加できるように、ロシア

（具体的に言えば、極東の自治体及び運営者）、朝鮮民主主

義人民共和国（以下北朝鮮）、そしておそらくモンゴルの株

主・投資家を集めることが、����のとれるもっと有意義

な役割であろう。

アジア開発銀行（���）と世界銀行：����の評価（資金

面では大体小さい）は、アジア開発銀行（���）や世界銀

行などの国際開発機関からの事業委託を得るための高い信

頼性をもたらす。特に、世界銀行は、戦略的に世界で最も

重要な地域の一つでエネルギー共同事業を立ち上げる援助

の役割を果たすよう促されるべきである。世界銀行の関与

は、特にロシア関連事業のための事業資金確保に重要であ

る。北朝鮮が���に加盟しようととしている現在、���

が株主・投資家として北朝鮮を含む事業資金を支出できる

までそれほど時間がかからないだろう。

　国際協力銀行（����）や他の（韓国の支援機関を含む）

二国間支援のルートも利用されるべきである。����は、

このような事業を中国への紐付き融資政策の一環として指

定し、融資を提供するよう奨励されるべきである。そのよ

うな繋がりが日本のエネルギー設備製造者、そしておそら

く消費者のためにもなることは明白である。日本は中国へ

の政府開発援助（���）の付与を、数年から一年サイクル

に変更しているため、北東アジアエネルギー開発事業にお

いて����と密接な関わりは、中国に対する���をより細

かく調べるという日本の希望にも前向きな要因となる。

　中国の東北地方の地方政府も、株主のひとつになるべき

である。この関係がこのような事業の成功に対して不可欠

である。地方政府をこのような事業の株主にしないと、地

方自治体は国境を越えた共同エネルギー事業の成功を確実

にする刺激の一つを失ってしまう。同じような意味で、ど
��������������������������������������������������������������������
���������はすでに３つの北東アジアの地方事業を行っている。国家間事業である図們江地域開発計画、北東アジア農業協力支援、そして北東アジア

におけるエネルギー、石炭燃焼及び大気汚染である。この事業の説明は　 ������������	
��	��
����	�������
	����������	
� 　参照。
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んなに象徴的な財政的支援であろうと、ロシア極東の地方

自治体、北朝鮮・モンゴル政府もその事業に貢献するよう

促されるべきである。

　中国国家発展銀行や世界の民間銀行は、地方エネルギー

協力開発事業のための共同融資組織のパートナーとして働

きかけられるべきである。そうすることにより、地方エネ

ルギー協力事業を市場の現実により近く機能するようにで

きる。このような事業の市場能率を確保することにも役立

つ。

　要約すれば、この論文は、中国のエネルギー管理構造の

変わりつつある現実を踏まえ、地方の株主・投資家の関心・

参加で始まるケースを作り、北東アジアにおけるエネル

ギー協力についての論議を導く。次は中央政府の同意を得

る段階に進む。本来多国間的である地方エネルギー協力事

業の立ち上げと運営の成功を確実にするためには、できる

だけ多くの国際機関の株主・投資家を事業に結びつけるこ

とが大切である。最後に、地方エネルギー協力事業立ち上

げの仕組みを考察の重要テーマにし、北東アジア地域を繁

栄させるビジョンがより早く実現できるよう望む。

[�����翻訳]
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　本誌では、各界の指導的役割を果たしている方々に対

し、インタビューを行っています。今号は、経団連の今井

ミッションが訪ロするなど、最近変化を見せつつある日ロ

経済交流について、ロシア側の窓口である、駐日ロシア通

商代表部のルザノフ主席に、「ロシアの投資環境の変化と

日ロ経済交流」と題してインタビューをお願いしました。

－最近、プーチン大統領が就任されて、投資環境にも大き

な変化があったと聞きますが、どのように変わったので

しょうか。

（ルザノフ）５年前も投資環境はそれほど悪くはありませ

んでしたが、もっとよくする必要があるということを強調

して言いました。なぜなら、アメリカやヨーロッパから投

資が入っていたのに、投資をしなかったのは日本だけだっ

たからです。

　５年前にも投資環境は良くなかったかもしれないです

が、ロシアとの交流を拡大しようと思った人は、ロシアで

色々なビジネスをしていたのです。５年前も、法律はアメ

リカに対してもヨーロッパに対しても日本に対しても同じ

であったのですが、日本は投資をしませんでした。

　環境はこの５年間で著しく変わってきました。まず、こ

の５年間で大規模な民営化が進展しました。今は、もう投

資相手は国の組織（国営企業）ではなく、民間企業です。ま

た、マネジメントも非常に変わってきました。６～７年前

と比べるとマネジメントの水準は相当に上がり、ヨーロッ

パ、アメリカ、日本の水準を越える企業も出るなど、ずい

ぶん成長してきています。

　しかし、日ロ経済関係を見ると、進歩がそれほど目立た

ないのも事実です。個人的な印象としては、今でも日本の

ビジネスマンは、国家保証がないとロシアとのビジネスを

行うことができないという、古い考え方をもっている印象

があります。しかし、そのような時代はもう終わりまし

た。プーチン大統領は日本を訪問した際に、日本の実業家

に会い、そのようなことをはっきりと言いました。海外か

らの投資は、間接投資ではなく、直接投資をしていけばい

いと思います。相手は民間企業ですから、国の保証という

話はおかしな話です。日本とアメリカの間でビジネスをす

るときに、ブッシュ大統領からの保証が欲しいとは言わな

いですよね。

　今年のプーチン大統領の年次スピーチでは、そのような

タイドローンを止めたほうがいいという言及がありまし

た。今の政府はそのような方針を持ってやっています。こ

れは言葉だけではありません。この５年で非常に状況が変

わってきたので、このような発言ができるようになったの

です。もちろん、投資環境は継続的に改善していくことが

必要ですが、基盤はすでにできているといえます。（ロシ

ア）政府は努力を尽くしています。法律的基盤、例えば税

制や税関法もできています。今、日本経済の事情は良くな

いこともありますが、経済交流発展の大きな妨げとなって

いるのは、やる気のなさです。

－日本はやる気がないとおっしゃっていますが、今井ミッ

ションで200人以上の日本の経済人が訪ロしたと思いま

す。今井ミッションのロシア訪問に対してどのようにお考

えでしょうか。

（ルザノフ）非常に代表的なミッションで、偉い人々がた

くさんいましたので、ミッションの影響はかなり大きなも
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（キーパーソンインタビュー）

「ロシアの投資環境の変化と日ロ経済交流」

ルザノフ駐日ロシア通商代表に聞く
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のを期待できると思います。まだ、このミッションに関す

る直接的な影響の報告はありませんが、期待することがで

きると思います。今後、経団連が日本政府に対して提言を

すると思います。

－今井ミッションの中で、カマズ自動車工場プロジェクト

やヤロスラブリ石油精製工場プロジェクトなどの話が聞か

れていますが､ロシア側ではどのように進めていくおつも

りでしょうか。

（ルザノフ）ヤロスラブリ石油精製プロジェクトは６年前

からやっている、長い歴史のあるプロジェクトですが、

1992年、1994年にはロシア側は日本からのクレジットを使

う上で、若干のミスをしたと考えています。

　当時の日本輸出入銀行が供与したクレジットにはいくつ

かの条件がありました。ロシア側はその条件に適合しない

企業にクレジットを供与しました。すべての企業がそうで

あるというわけではなかったのですが、ほとんどはそう

だったのです。（この問題の解決）作業には時間がかかりま

したが、（2001年）8 月 1 日にロシアの石油会社スラブネフ

チと三井物産との間で契約が発効しました。このプロジェ

クトに関して問題はありません。

　カマズについては、近々問題を解決できると思います。

もうひとつのイジェフスク自動車工場（�������）があり

ますが、これについても現在積極的に作業を進めており、

今年いっぱいで問題は正常化するでしょう。

　残 り の プ ロ ジ ェ ク ト は い く つ か あ り ま す が、

��������	
タイヤ生産工場（クラスノヤスク地方）、ヤ

クーツクの病院、ナホトカ自由経済特区の給水システム整

備、モスクヴィーチという自動車工場、サハリン空港ター

ミナルなどは残っていますが、政府がプロジェクトをする

かどうか検討し、11月にフリステンコ副首相と田中外相が

会う予定ですが、この問題について話をすることになると

思います。これらのプロジェクトの見通しについては、11

月に明らかになると思います。

－プロジェクトの中には、インフラ整備もあります。イン

フラ整備については、政府がかなり力を入れないと進展し

ないものもあると思いますが、それについてはどうお考え

でしょうか。

（ルザノフ）これらのプロジェクトはすべて政府の保証が

つく、すべてクレジットの枠内で行う事業です。（日本か

ら供与された）２つのクレジット４億ドルと５億ドルをこ

れらのプロジェクトに使う予定です。ですから、タイヤ工

場や病院については、クレジットで全額行う予定ですが、

ロシア側の企業でクレジットの条件に合致しないところが

あります。その点で、問題のあるプロジェクトといえま

す。

－では、問題はどのようなところにあるのでしょうか。

（ルザノフ）日本の輸出入銀行がつけた条件、つまりロシ

ア側の企業は前もって15％の投資をしないといけないとい

う条件、それにこれはロシア側の問題ですが、ロシアの法

律では、ロシア側の投資企業は15％をまず投資し、残りの

85％の債務保証を行うための契約をロシアの財務省と行わ

なければならないのです。ほとんどの企業は、これら２つ

の条件のどちらか、または両方を満たさないのです。この

２つの問題が主要な問題です。問題解決方法としては、２

つが考えられます。まず、ロシア側がクレジットを使わな

いという選択をすること、もうひとつの方法は、日本政府

の許可を得て、別の企業にお金を出すということです。も

ちろん、クレジットに対して保障を出すのは政府ですの

で、政府レベルの決定が必要です。

－お金の問題が残るということですね。

（ルザノフ）お金も問題ですが、債務保証も問題です。

－今井ミッションの訪ロで合意された日ロ投資促進機構に

ついて、どのようにお考えでしょうか。

（ルザノフ）非常によい提案だったと思います。今、日本

政府もロシア政府も機構成立に向けて作業を行っています

が、機構ができればさまざまなプロジェクトが進めやすく

なると思います。

　グレフ大臣の提案に基づいてロシア投資局が作られまし

た。作られたというか完成間近です。投資局の主要な目的

は、海外投資家へのロシアにおける投資環境に関する情報

提供です。また、情報提供のほかに、プロジェクトに対す

る支援（プロモーション）、���の作成等のサービスを提供

します。ロシア投資局と日ロ投資促進機構の両方ができれ

ば、非常に大きな効果をもたらすと思います。

－日ロ投資促進機構が推進されるもとになったのは、日中

投資促進機構が非常によく機能しているという日本の経済

人の考えがあるためと考えられています。

（ルザノフ）はい。日中投資促進機構に関してはよく研究

しています。

－日中投資促進機構は投資環境や法律の変更などの情報を

提供する、あるいは苦情を集約するという役割を果たして
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います。

（ルザノフ）今でも、かなりの経済に関する情報をロシア

側は提供しています。ここで強調したいのは、やる気がな

ければ事業は進展しないということです。このような機構

はやる気のある企業をサポートすることです。

－ロシアでの開発プロジェクトと日本との関係についてお

聞きしたいと思います。まず、ザルビノ港の���です。こ

れは�����が行った事業ですが、経団連と新潟県がスポン

サーになって、ナズドラチェンコ前知事の要請で行いまし

た。ロシア側でも���のロシア語訳も作ったと伺っていま

すが、それ以降プロジェクトが進んでいません。一体、そ

の後どのような状況になっていて、今後ロシアはどのよう

にプロジェクトを推進していくのでしょうか。

（ルザノフ）もちろん、ロシア側としては、ザルビノ開発

プロジェクトに興味があります。���もいいものができて

いますが、プロジェクトは進んでいません。これは投資を

希望する企業がないためです。（日本企業にはロシア）政府

の保証がないと投資しないというところが多いです。日本

政府����作成に資金を出したことには感謝しますし、大

変良いことであるとは思いますが、あとは投資家がいない

ことにはプロジェクトは進みません。

　例として、通産省が20の環境関連プロジェクトの���作

成に資金を出しました。環境プロジェクトは日本にとって

も利益のあるプロジェクトなので、日本企業も参加すると

思っていましたが、まだ参加したいという企業が現れてい

ません。ご存知のように、日ロ経済委員会の極東部会で６

つの優先プロジェクトについて話がありました。１億円を

���作成のために出すという話になりました。三井（物

産）、伊藤忠、丸紅、住友（商事）がプロジェクトに関係

がありますが、これらのプロジェクトはロシア側だけで進

めています。最初から日本企業も積極的にプロジェクトに

参加すると期待していましたが、参加しませんでした。

　もうひとつの例ですが、サハリン～ハバロフスク・ウラ

ジオストクのガスパイプラインについて、���費用が870万

ドルでした。ロシア側は300万ドルを投入しました。残り

の600万ドルを日本側が出すと期待していました。しかし、

日本側は 6 つのプロジェクトに対して１億円を出すという

といっていますが、これは80万ドルくらいにしかなりませ

ん。非常に少ない金額だと思います。ロシアだけでやるの

ではあれば、経済交流にならないと思います。

－日本の政府・経済界の中には、日ロの経済プロジェクト

について、ザルビノが最初のプロジェクトであって、ザル

ビノがうまくいかなければ、残りもうまくいかないという

考えを持っている人もいます。しかし、ロシア側はザルビ

ノに対する意欲が薄いように感じられますがいかがでしょ

うか。

（ルザノフ）意欲が薄い理由には、（ロシア側に）お金が

ないということと、日本側の投資家がいないということが

あげられます。もちろん日本側が興味を見せれば、ロシア

側もお金を出すかもしれません。日本側にはお金があると

思います。日本企業は、国家の保証があれば、投資すると

よく言いますが、それは現状に適合しない、古い考え方で

す。また、ロシア政府は既に大きな海外債務がありますの

で、もっとお金を借りるのはなるべくしないという方針で

す。

－製造業に関しては、民間ベースで行えばよいと思います

が、港湾、空港、水道の整備といったインフラ整備プロ

ジェクトに関しては、政府の関与が必要ではないでしょう

か。

（ルザノフ）それはまったく正しいことです。しかし、政

府がこのようなプロジェクトに関与するためには、あと 5 

年から10年の時間が必要です。なぜなら、政府は膨大な金

額の対外債務を負っており、これを返済しなければなりま

せん。政府には新規プロジェクトに資金を投入する余裕が

ありません。日本側が 5 年から10年待っていたら、他の国

の投資家が入ると思います。自動車産業を例としてあげま

しょう。アメリカ及びヨーロッパの企業はロシアの自動車

産業に積極的に当しているのに対して、日本の投資家は

まったくしていません。食品産業も同様です。例は山ほど

あります。

　現在、皆さんがご存知のように、企業の生産設備が非常

に老朽化しています。設備更新を行わないと、数年で産業

がストップしてしまいます。政府は資金を設備に投入する

か、インフラ開発に投入するかを迷っています。もちろ

ん、インフラ整備の重要性について政府は認識しています

が、民間企業や国営企業の設備更新に対する投資が、焦眉

の急となっているのです。もちろん、政府としては海外か

らの資本を誘致したいのですが、国内の資本を誘致するこ

とがより重要と考えており、この分野で力を入れていま

す。

－最近の石油・ガスの価格高騰で貿易も財政も黒字で、対

外債務も急速に返済しています。この点で、ロシア経済は

いい傾向にあると思いますが、いかがでしょうか。

（ルザノフ）いい傾向ではありますが、返済しなければな
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らない金額は膨大です。貿易黒字や財政黒字はすべて対外

債務の返済に充てなければならないのです。ロシアは対外

債務の返済を履行していますが、ロシアが持っている対外

債権に対する返済が行われていないのです。

－それは北朝鮮のことですか。

（ルザノフ）北朝鮮だけではありません。イラクなどもそ

うです。多くの国々がロシアに対して対外債務を負ってい

ますが、返済をしません。みなさんご存知のように、ロシ

アは国家のイメージを悪くしないために、返済を行ってい

ますが、対外債務を返済しながら、設備更新に対する投資

を行うのは大変なことなのです。

　もうひとつの悩みは社会部門です。年金や社会保障など

をしっかりと行わなければなりません。大統領も政府も、

この問題に関して頭を悩ませています。また、公共住宅シ

ステムの改革にも非常にお金がかかります。このような公

共サービスに占める、政府の補助金は60％以上になりま

す。

－他の大きなプロジェクトとして、コビクタガス田のプロ

ジェクトがあり、世界中が注目していますが、ロシアはど

のような事業計画を持っていて、日本はどのように協力で

きるのでしょうか。

（ルザノフ）まず、ガス田開発は連邦レベルのプロジェク

トだということです。つまり、連邦政府が成功へ向けて努

力をするということです。この先10年で実現できると考え

ています。もちろん、様々な要因によって、具体的な実現

期間は変わることが可能です。まず、需要家である中国と

韓国の消費市場の動向が問題になります。ほとんどのガス

はそちらに行きます。ロシア、中国と韓国は��と共に���

を行っています。 ���は今年いっぱいで完成する予定です。

　日本の役割について言えば、ロシア側としては、最初か

ら多国間ベースで事業を行うつもりでした。つまり、日本

企業も参加できるような体制作りを目標としてきました。

今、日本側との交渉は、1996年から行っていますが、残念

ながら、最初の段階から日本は参加しませんでした。しか

し、現在でも日本企業が参入する余地があるのではないか

と考えていますが、そのためにもう少し積極的に交渉する

必要があります。

－日本企業の参加というのは、パイプの供給やエンジニア

リングを行ったりするということでしょうか。

（ルザノフ）そうですが、日本企業が積極的にならなけれ

ば、ロシア企業がパイプを作れるようになるかもしれませ

ん。

－日本は投資にあまり積極的ではないが、アメリカやヨー

ロッパの企業は積極的だというお話でしたが、企業以外に

アメリカ政府や業界団体などが、特殊な役割を果たしてい

るとか、役に立っているとような例はありますか。

（ルザノフ）日本に来る前に、アメリカでの通商代表部の

主席でしたので、アメリカの経験はあります。アメリカの

組織には積極的なところがあります。例えば����
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を行っています。国家予算からお金をもらっている組織で

す。����のお金で極東ロシアで20くらいのプロジェクト

が成功しました。金鉱、造船などのプロジェクトです。積

極的であるという点では、秀でています。ひとつの例とし

ては、����のトップの女性が1995年にロシアを訪問して、

投資予定の企業を訪問して対象を選んでいました。

－日本が投資に消極的だということですが、日本企業に対

して、アメリカやドイツの企業はこんなに積極的にやって

いるということときかせていただきたいです。

（ルザノフ）1994年から日本企業に対して、アメリカの例

などを出しながら説得してきました。色々なレベルの会談

がありましたが、必ずそういう話はします。

　日本企業の立場は理解できます。1990年代に入って、ロ

シアの投資状況は非常に悪く、多くの日本企業が損をしま

した。例えば、サハリンのサンタリゾートホテル、ハバロ

フスク空港の国際ターミナルなどの例があります。そう

いった印象が日本に残っていることは否めません。しか

し、最近数年間で事情は変わってきました。汚職問題につ

いても、今でも完全にはなくなってはいませんが、政府が

対策を講じています。

　日本に1994年に来たときに感じたことは、日本の大手企

業にはソ連時代にはかなりの人数のソ連担当部署があり、

そこにいる人は言葉も含めて、ロシアの経験のある専門家

でした。そういう部署がどんどんなくっていることに憂慮

を感じています。ロシアには何が起こっているか、何が変

わってきているかという情報が多くの日本企業内部に伝わ

りにくくなっています。そのため、ロシアはソ連時代から

変わっていないとか、あまり変わらないという認識が残っ

ています。もちろん大手企業にはロシアに事務所がありま

すが、それだけでは不十分ではないかと思います。現地か

らの報告が企業のトップに伝わらないように思います。ロ

シア担当部署があればいいと思います。日本の経済人と

会って感じることは、ロシアに関する情報が不足している
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ということです。通商代表部としては、もちろん情報提供

をしていきますが、日本側でも情報を収集する体制を確立

する努力が必要であると思います。最新の動向を把握する

ことができないと問題があるでしょう。

－最後に、日本企業に対してコメントがございますでしょ

うか。

（ルザノフ）インタビューのまとめとして、申し上げたい

ことがあります。昔は、日本の企業に対して、建物と土地

を提供し、日本が設備を持ってきて合弁をしようという例

がたくさんありました。しかし、現在では財務体質が強靭

な企業もたくさんあります。例えば、ノリリスクニッケル

という会社があります。プラチナやニッケルを作っている

生産高が60億ドルほどある企業です。そういう企業は、信

用できるレベルに達していると思います。同じようなレベ

ルの企業は投資相手として信頼できると思います。もちろ

ん、信頼できるパートナーを探さなければなりませんが、

最近これは問題ではありません。その意味では、通商代表

部としても努力します。まだ日本には、古い考え方があり

ます。先ほどのノリリスクニッケルに日本企業の団体に同

行しましたが、日本の設備を購入しようということで、日

本の企業家に紹介しましたが、日本側は国の保証があれば

投資するといいました。逆に、ノリリスクニッケルの人々

は、世界のプラチナの40％を生産しているのに、なぜ国家

保証が必要かと怒り出してしまったのです。日本の団体の

前にアメリカ人と一緒に同じ工場に行ったのですが、１億

ドル投資したいといったのですが、ノリリスクニッケルの

社長は、５億ドルでないと話にならないと言ったのです。

そのレベルの企業なのに、日本人が来て、国家保証を求め

ると言ったので、非常に憤慨したのです。

　また、フィンランドの会社の例もあります。フィンラン

ドは日本と比較できないくらいポテンシャルの小さい国で

すが、1.5億ドル出資して、ノリリスクニッケルで使う部品

設備を製造する工場を作りましたが、年間200～300万ドル

の売上が出るようになり成功しています。

－日本人にはメンタリティーとして、羹（あつもの）に懲

りて膾（なます）を吹くところがあります。

（ルザノフ）ビジネスにはリスクが付き物ですが、予見可

能なリスクであれば、リスクを負ってやってもいいのでは

ないかと思います。ノリリスクニッケルのような場合で

も、（国家）保証が欲しいという。シベリア・アルミニウ

ムという優良な）会社もあります。そういういい企業はロ

シアにもあるのです。

－どうも長い時間、ありがとうございました。

（ 8 月23日　ロシア通商代表部にて）
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　ハバロフスク、モスクワを７月下旬訪問した。ハバロフ

スクでの訪問目的は「平成13年度新潟市ロシア極東経済交

流団」への参加と「ハバロフスク木材加工関連センター」

設立に関し、ハバロフスクの関係機関と今後の計画の進め

方について話し合うためであった。モスクワには、シベリ

ア鉄道運行開始100周年及びモスクワ・サンクトペテルブル

グ鉄道開通150周年記念会議に参加するため訪問した。

１．ハバロフスク

①平成13年度新潟市ロシア極東経済交流団

　この交流団は、1991年締結のウラジオストク市と新潟市

の姉妹都市関係10周年を記念して新潟市が派遣した使節団

である。ハバロフスクは特に記念年ではないが、姉妹都市

のよしみもあって訪問した。団構成は新潟市、新潟県の関

係者及び新潟市を中心とした企業家の方々であった。7 月

24日にはソコロフ・ハバロフスク市長を表敬訪問した。市

長からは、新潟市から寄贈された中古道路舗装機器に対し

て感謝の意が表された。当地では日本のあらゆる分野の中

古機械に対する需要が多い様に思われた。

　24日午後には使節団参加企業の手配により、石材及び木

工加工工場を視察した。石材については、建物の内装、床

に使用することも考えられるが、日本の建物の特性には

マッチしない印象を得た。木工製品については、集成材を

ドイツ製の機械でつくり、これをドアや窓枠に加工してい

た。アルミサッシ等、金属材料では結露が発生するが、木

工製品では結露の問題が発生しないとのことであった。こ

ちらはデザイン、価格等の折り合いがつくようであれば、

日本との取引も可能ではないかと思う。この後、同社の福

利厚生施設である、韓国の技術導入で建設したアイスホッ

ケーリンクおよび幹部用輸入住宅（カナダ製）村を視察し

た。両者とも立派な施設で、会社の業績の良さを感じた。

②ハバロフスク・グラヴレス（ハバロフスク林業管理局）

との面談

　新潟市にある中古木材加工機械のロシア向け輸出関連会

社より提案のあった「木工機械研磨センター」構想につい

て、ハバロフスク（極東ロシア）側の意見を聴取した。

　旧ソ連時代を含め、ロシアからは原木が輸出されてき

た。しかし原木は市場の価格変動を受けやすく、安定した

収益を上げることが困難である。そこでロシア側は、一次

加工を施し、価格変動の影響を受けにくい製品の輸出への

転換を目指している。その結果として、木材加工機械を輸

入するようになってきた。しかし、木工機械の心臓部であ

る、刃（鋸、鉋等）部分のメンテナンス技術が不充分で、

研磨すれば再使用可能な刃を新品に替えて使用するなど無

駄が多い。また、刃の取り付けが精緻に行われないと、加

工製品の仕上がり状態が悪化し、日本市場向けには適さな

くなる。

　資金力のないロシアの木材加工中小企業が独自で刃物研

磨部門を自社内に有することは難しく、新品の刃を常時、

多量の在庫として有することが当たり前となっている。こ

のような状況を改善するために、日本の支援で、中立的な

研磨センターを設立してはどうかというのが提案の内容で

あった。

�����������	�
��
���

ロシア経済の付加価値増大と経済技術交流への期待

－ハバロフスク・モスクワ訪問記－
ERINA経済交流部部長代理　佐藤　尚

ハバロフスク市長との面談 木工工場の製品
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　対ロ支援を実施している日本の外務省、経済産業省に事

前に打診したが、実現は難しいとの返答を得た。外務省と

しては、これは経済産業省の守備範囲とのことであった。

経済産業省の意見では、ウラジオストクに同様のセンター

を設立したが運営上問題があり、効果が上がらず、既存施

設の見直し後でないと新規事業への取り組みは難しいとの

返答を得た。

　ロシア側に日本側が考えるような研磨施設に対するニー

ズがあるのか確認した。先方としては提案に賛成とのこと

であった。しかし、話はこれでは終わらず、より広範に木

工機械パーツセンター及び木工機械メンテナンス技術研修

もできるような施設にしてはとの逆提案にまで拡大した。

同局はロシア天然資源省森林資源復興・活用部局のハバロ

フスク支局であると同時に、東シベリア、極東の木材加工

業者からなる極東木材加工連合のオーガナイザーでもあ

り、連合会の事務局も務めている。この連合会名で日本政

府に働き掛けが可能との返事があった。数年前、日系商社

数社に同様のプロジェクトを提案し、一部は実施計画書ま

で作成したが、実現に至らなかったとのことであった。そ

のため、今回は時間がかかっても何とか実現を目指した

い、とのロシア側の強い希望を感じた。

③ハバロフスク日本センターとの面談

　ハバロフスク・グラブレスとの面談直後に、ハバロフス

ク日本センターを訪問した。所長は前職が商社勤務で、ロ

シア極東での木材ビジネスにも精通している方であった。

ロシア極東における木材加工産業の重要性に対する認識か

ら、「ハバロフスク木材加工関連センター」設立については

賛同の意を表している。日本センターでは今秋にも木材加

工関連の講座を立ち上げることで計画を進めており、これ

も加工関連センター設立を後押しするのではと説明があっ

た。

　しかし、現状では日本の中央官庁からの支援が難しく、

北海道、秋田、新潟、鳥取等、各地方自治体が単独でロシ

ア極東との木材関連の交流を実施しているが、これをエリ

ナの努力により結束させ、より効率的な支援を目指す様要

望があった。いずれにせよ短期では解決できないが、長期

的な視野を持って協力し合う事を確認した。

２．モスクワ

　モスクワの訪問目的はシベリア鉄道運行開始100周年及

びモスクワ・サンクトペテルブルグ鉄道開通150周年記念会

議参加であった。直前まで会場変更、発言者の変更等、極

めてロシア的様相を呈した会議ではあったが、海外からは

東欧,中欧の鉄道関係者600名、ロシア国内からも同じく鉄

道関係者数千人が参加した大規模イベントであった。欧州

以外の参加は日本、中国、韓国、北朝鮮からであり、日本

からは小生、シベリア鉄道国際化整備推進機構発足準備委

員会の委員長山口英一氏、㈱日新の社長一行の３グループ

が参加した。そのほか、駐モスクワの日本大使館、商社か

らの参加が確認された。

　全体会議には中国鉄道省次官、韓国鉄道庁次官、北朝鮮

鉄道大臣が参加した。また、欧州運輸大臣会議総書記も参

加した。当初、全体会議が初日の 7 月27日（金）、部会が

28日（土）に予定されていたが、開催間際に全体会議と部

会の日程が逆転し、帰国便の関係で主要国の賓客が演説を

する全体会議に最後まで参加できなかった。全体会議につ

いては最後まで参加できなかったことと、内容は祝辞に終

始したため概要のみ報告し、詳細は前日の部会についての

み報告する。

　全体会議にはプーチン大統領、ルシコフ・モスクワ市長

の参加も期待されたが、それぞれ祝辞の代読に終わった。

全体会議の中でひとつ気づいた点があった。それは前鉄道

大臣ファデーエフ氏のコメントである。ロシア鉄道の民

営・分割に反対する意見であり、会場を埋めた数千のロシ

ア鉄道関係者の熱い賛同の拍手に迎えられていた。���の

実務に従事した経験から、筆者も同意見である。もし分割

民営化が実施されれば、人口稠密な欧州ロシア部は何とか
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木工工場の作業風景

ハバロフスク日本センター
（右：前田所長）
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採算をあげることができ、独立してやっていけるであろ

う。問題はそれ以外の地域であり、各地域の鉄道会社は原

材料の輸送、通過列車への運行サービス提供収益だけでは

とても黒字を出す事は不可能と想像される。さらに現在は

統一された一括管理で鉄道が運行されているが、民営化の

暁には、一元管理システムが崩壊し、複数鉄道管区に跨る

列車の運行に支障が生じ、最悪の場合、大事故の発生も危

惧される。

　ソ連崩壊直後の���は中央管理が行き届かなくなり、一

部の関係鉄道管区は独自のサービスフィー徴収を企み、ひ

どい場合には、列車を止めるといった暴挙にも及んだ。分

割民営化が行われれば、自らの鉄道管区に高収入をもたら

す列車のみ優遇され、それ以外はいい加減な対応をするこ

とが想像される。ロシア鉄道の競争者は現実的に存在しな

いし、鉄道を市場経済的な側面から論じるのは間違いであ

る。鉄道はロシア国民の誇りであり、広大なロシア全土を

統合する国民の公共財産でもある。ロシア全土に高速道路

網が張り巡らされ、過酷な気象条件下でも安全運行が確保

される、あるいはそれをも凌駕する何か素晴らしい未知の

高速大量輸送体系が確立されれば別であるが、そうでなけ

れば、筆者は、断固民営化には反対である。

　部会は、４部会が同時進行で行われた。各部会の表題は

第１部会が世界経済のグローバル化と輸送回廊の役割、第

２部会は鉄道輸送効率の向上・技術的側面から見た発展の

可能性（連結器機、運行技術、電子設備、自動化）、第３

部会は鉄道輸送における��化、第４部会は現今条件下にお

ける鉄道機能の経済的、法的、社会的側面であった。本稿

では、筆者が参加した第１部会について報告する。

　第１部会は、7 月27日（金）10時～17時（途中１時間の

昼食休憩あり）開催で、会場は国際貿易センターコングレ

スセンター、議長は鉄道省ツェリコ第一次官であった。

　同部会の参加者は約400名であり、20名前後の発表者が

あり、一人約10分から15分の持ち時間での発表であった。

使用言語はロシア語及び英語で、筆者の発表は第５番目で

あった。筆者はロシア語にて発表した。発言内容の中でい

くつか気がついた点を箇条書きにする。残念ながら、中

国、韓国、北朝鮮からの発表はなかった。

①　ドイツからの参加者は旧東欧・ヨーロッパロシアを高

速鉄道（���）で結ぶ計画を披瀝していた。中国への

高速鉄道売り込みにも熱心で、日本の新幹線を出しぬ

いた���については「いつぞやの大事故の教訓はいか

されているのでしょうね！」と悪態をつきたくもなっ

たが、現実問題として軌道幅を標準軌に統一すると

いった意見には承服しかねた。日本の新幹線の様に、

在来線からは独立したクローズドの鉄道を構築する提

案であり、ヨーロッパロシア部の鉄道高速乗客輸送が

ドイツに牛耳られることを意味する。これはまた、ロ

シアの��に対するスタンスとも関係する様に思われ

た。

②　ポーランド、ハンガリー、チェコからの発言者はそれ

ぞれ、ロシア、欧州を結ぶ通過点としてのメリットを

披瀝し、さながら日本海側地方港の��合戦を想起さ

せた。旧東欧諸国は、西欧から自国内への生産拠点移

転をも目論んでおり、���の通過地としての主導権を

得ることが、前述の西欧からの投資誘致に有利になる

と考えていることが察せられた。

③　ロシア外務省は南北ルートの話題に終始した。これは

カスピ海西岸鉄道の整備を通し、イランまでの鉄道

ルート整備を目論むもので、ロシアの石油確保戦略の

一環と見受けられた。さらに中央アジア諸国鉄道との

連携強化が唱えられたがこれも資源確保を見越しての

事と思われる。祝辞以外に���等の言及はなかった。

④　カザフスタンスタン鉄道次官は、���が���と競合関

係にあることを指摘し、競争原理の導入により���も

サービス内容を高める事ができる旨コメントしてい

た。しかし真意は���の隆盛がカザフスタンスタン

鉄道扱貨物増大に繋がるためで、���の応援と見受け

られた。

⑤　若手社長が率いるフォワーダー業者も数社発言してい

たが、顧客の意向の実現こそがサービス産業として輸

送業者の発展の正道であるとのコメントがあり、この

ような気質の経営者が増加すれば,ロシア経済は好転

して行くと思われた。ソ連崩壊から早10年、彼らが実

社会に出た時にはすでに社会主義体制はなく、手探り

で市場経済の中を生きてきた。このような若手経営者

がロシア社会の中核になるとき、ロシア経済は活性化

すると確信した。

　夢物語に近い演説もあった。

①　東シベリア鉄道管区管区次長からは、鉄道が敷設され

ていない東シベリア北極海沿岸地域に鉄道を延伸する

こと、ベーリング海峡にトンネルを掘ることによりす

べての大陸が　鉄道で結ばれる旨の発言があった。し

かし人跡未踏、冬は鋼鉄、夏は泥炭地のような大地に

地下資源運搬用の数千キロもの鉄道網（説明映像には、

広大なシベリア北東部の鉄道空白地が格子縞に色分け

されていた）を構築しても、鉄道の維持管理費で極め

て割高な原材料になることは目に見えている。議長団

もあらぬ方向を見ていた様に記憶している。いずれに
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せよ、報告の中で資金の問題はまったく触れられな

かった。

②　サハリンと北海道を結ぶアイデアも発表された。シベ

リア鉄道国際化整備推進機構発足準備委員会の委員長

山口英一氏の発言である。サハリンと北海道の間に海

底トンネルを掘ろうというものであるが、感想として

は問題点が３つある。

○総額２兆円とも３兆円とも目される計画に誰が資

金提供するのか？（ロシア側は日本からと確信の様

子）

○青函トンネルの維持に毎年数十億円がつぎ込ま

れ、これがＪＲ北海道の経営を圧迫している。この

トンネルを凌駕する海底トンネルの莫大な維持費を

誰が負担するのか？

○ユーロトンネルでさえ、200年以上の論議の上に

やっと建設された。ロシアと陸続きになることが安

全保障上、どのような状況をもたらすのか熟慮しな

くてはならない。

　筆者の発言は朝鮮半島横断鉄道とシベリア鉄道の連携に

かかわるものであり、現実にビジネスを考える人からは非

現実的との意見をいただいている。本年中に、筆者発言の

もう一方の当事国、北朝鮮を訪問する予定であるので、こ

の問題に関する北朝鮮側の意見（勿論公式発言であろうが）

を聞いた後、別の場所でご報告できればと考えている。

�����������	�
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　2001年7月27日から 8 月 1 日までの間、北方四島交流推

進全国会議が派遣した2001年度第2回のビザなし訪問団の

一員として、色丹島及び択捉島を訪問した。訪問団の目的

は、「北方四島に在住するロシア人との交流を図り、相互理

解を増進することにより、北方領土問題の解決促進に資す

る」ことであり、いわゆる調査出張ではない。ただ、日本

固有の領土といいながら、現実にはロシアが実効支配して

いるため、なかなか訪れる機会のない地域でもあるので、

現地で見聞したことなどを記して読者の参考に供したい。

　まず、ビザなし交流の枠組みについて簡単に紹介してお

くと、これは1992年から始まったもので、パスポート及び

ビザなしで日本人及びロシア人が相互に訪問しあうもので

ある。ただし、この枠組みで訪問できるのは、日本人は元

島民や返還運動関係者などに限られており、逆にロシア人

は四島の現住民に限られている。日本政府は、国民に対

し、ロシアのビザを取得して北方四島を訪れることしない

よう要請しており、墓参等の特別な枠組みがある旧島民や

その家族らを除けば、このビザなし交流が唯一の北方領土

訪問の方法である。2000年末までに、約4000人の日本人が

ビザなしで訪問している。

7月27日（金）

　午前中、根室市内の千島会館にて結団式を行った。今

回、現地での文化交流イベントなどの準備を「北方領土の

返還を求める都民会議」が中心となって行ったため、東京

の人が多かったが、その他、北は北海道から南は佐賀、熊

本まで全国各地からの参加があり、これに通訳や事務局を

含め、団員は総勢58名であった。その中には、政府広報番

組の取材のための記者も同行した。

　午後からは、市内の北方四島交流センターに移動して、

���コメンテーターの前田一郎氏の講演を中心とした研

修会を行った。会場となった交流センターは、2000年 2 月 

7 日にオープンしたもので、北方領土返還運動及び日ロ交

流の拠点として、これまでの交渉経過、日ロ両国の生活･文

化などに関する情報を豊富な映像資料などを使って展示し

ている。その後、一行は納沙布岬へ移動し、歯舞諸島を眼

前にして、近くて遠い北方領土の現実を再確認した。

　16時30分いよいよ乗船である。今回のビザなし訪問に使

われたのは「コーラルホワイト号(514トン)」である。16時

45分、藤原根室市長ら地元関係者が見送る中、船は岸壁を

離れた。約 1 時間後の17時55分に「中間点」を通過し、ロ

シアが実効支配する海域に入った。そこから、船は、国後

島の古釜布湾を目指して北上する。波の高さは50cm程度

で、思ったよりゆれは少なく、一行はほっとした表情であ

る。台風6号の報道がなされる中、「こちらに来なければよ

いが」との思いは共通である。船は21時10分、古釜布湾内

に投錨した。（ロシア時間では23時10分。以後の時間はロ

シア時間。）

7月28日(土)

　朝、国後島古釜布湾に停泊したまま入域手続きを行う。

入域手続きのためには、古釜布（ロシア名：ユジノクリル

スク。以下同様。）から、担当官がはしけに乗ってやってく

る。手続きは15分ほどで終了した。その間、本船は湾内に

停泊したままであり、古釜布の町並みを眺めることができ

たが、距離が遠く（恐らく 3 Km程度）、細かいところまで

は見ることができなかった（写真１）。なお、海岸線には赤

茶に錆びてぼろぼろになった船が何隻も見られたが、かつ

て津波で打ち上げられたまま、海に引き出す資金がないた

め打ち捨てられたのだという。さもありなんという気がす

るのであるが、一方で、これがロシア大陸部の沿岸であれ

ば、陸に上がってしまった船は「何者か」によって解体さ

れて、スクラップとして売られてしまうのではないかとも

思う。スクラップとして売ることすらできない離島の現実

を見たような気がした。

　さて、入域手続きが済むと、今回の最初の目的地である

色丹島に移動である。約4時間の航海をへて、14時20分に

色丹島の穴澗（クラバザボツコエ）へ到着した。穴澗の桟

橋は木製の一本桟橋で、しかも片側には廃船が半分沈んだ
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まま捨て置かれており、着船できるのは一面しかない（写

真２）。前面は浚渫されていないらしく、船首部分の喫水

が 2 ｍほどでしかない本船ですら桟橋の根元まで入ること

ができない。船尾を突き出したままの接岸である。ところ

で、穴澗到着時点で根室港を出てから既にほぼ1日が過ぎ

ている。皆、一刻も早く陸に上がりたいという気持ちであ

るが、受け入れ側との打ち合わせなどで30分待たされ、上

陸できたのは15時過ぎであった。

　色丹島には、穴澗及び斜古丹（マロクリルスク）の２つ

の集落がある。人口は、両方合わせて3,000～4,000人程度、

２つの集落は幅 8 ｍ程度の未舗装道路で結ばれている。そ

の距離は約 9 ｋｍ、時間にして15分程度である。集落内の

道路も含め、島内は基本的にすべて未舗装である。

　上陸後にまず向かったのは、桟橋から徒歩 5 分ほどの

「文化会館」。歌やロシア民族衣装のファッションショー

を交えた約 1 時間ほどの歓迎セレモニーがあった。そし

て、道路をはさんで向かいにある運動広場で、生花、お茶、

書道、折り紙などの日本文化紹介、子供向けのミニダーツ

やミニバスケットシュートなどのゲーム、綱引きや腕相撲

などのスポーツ交流を行い、日ロの参加者で炭鉱節と潮来

踊りを踊ってフィナーレとなった。

　ところで、今回は色丹島に 3 泊したが、島内には宿泊施

設がないため、その間船で寝泊りした。ロシア側の都合

で、船を夜間桟橋につけたまますることができず、毎日そ

の都度湾内の錨泊地まで移動しなければならなかった。恐

らく、夜間に人が出入りすることを防ごうとの意図である

と思われるが、桟橋に残るロシア人と手を振って別れる

「出港の儀式」を毎日行うのは奇妙な感じであった。穴澗

湾は鏡のような水面でまったく揺れが無く、天然の良港で

あることをうかがわせた。前夜の古釜布湾で船の揺れを感

じながら眠りについたのとは、大きな違いであった。船自

体の居住性について言えば、決して広い船内では無かった

が、「海の男」が作る食事はうわさにたがわず美味しく、

全行程を通じて食事を楽しみにすることができた。

7月29日(日)

　9:00に再上陸した。まず、車で 5 分ほどの高台にある学

校に向かう。校舎は、地震で崩壊した校舎の代わりに日本

政府が人道援助で整備したプレハブ校舎である。ここで

は、簡単なロシア語講座と児童･生徒によるミニコンサー

トが行われた。ロシアの歌や踊り、さらに日本の歌など、

定番どおりのプログラムであるが、かわいらしい子供たち

の一生懸命な様子に、訪問団員の目元も自然と緩む。小学

校1年生の男の子が、たどたどしい指使いでピアノ伴奏し

てくれるのに合わせ、訪問団員は何曲かの日本の童謡を

歌った。曲目が「ふるさと」に代わると、旧島民らの心情

に思いを馳せるのか、団員の歌声にも熱がこもる。

　ミニコンサートが終わると、「対話集会」である。「子供

のしつけ、家族、社会における女性の立場」のテーマでの

対話集会は、そのまま校舎内で行われた。「ビザなし交流、

青少年問題、環境問題、共同経済活動の見通し」というも

う一つのテーマでの対話集会は、「文化会館」に移動して行

われた。後者の対話集会ではロシア側から、10年目を向か

えたビザなし交流を振り返り、今後のあり方を考えていこ

うとの問題提起がなされた。ロシア側は、合弁企業の設立

など経済交流へ踏み込みたいとの希望があるが、日本側は

領土問題と並行して議論するべき問題であるという立場を

とっており、あまり踏み込みたくない部分である。結局、

議論は低調に終わり、ロシア側の仕掛けは不発に終わった

感じであった。なお席上、筆者も発言を求め、日ロ両国の

実情を知る子供たちが将来日ロ交流の中心的担い手となる

ことを期待したい、この島はそのための大きなポテンシャ

ルを持っているのではないかとの考えを述べた。先方の説

明では、既に何人かの子供たちが島外の大学で日本関係を

専攻して、日本専門家への道を歩んでいるとのことであ

る。

　さて、7 月29日はロシアの海軍記念日である。対話集会

の後、斜古丹（マロクリルスク）に移動し、斜古丹湾内で

行われた上陸作戦の公開演習を見学することができた（写

真３）。もちろん演習なので、実弾は装着されていないの

であるが、守備隊側の装甲車から発射される機関銃の薬

きょうが目の前 2 ～ 3 ｍ先まで転がってくるという至近距

離での「観戦」は臨場感の高いものであり、思わず身をす

くめる場面もあった。続いて、そこから 5 分ほど歩いたと

ころにある島内唯一のレストラン（島民の間では「カフェ」

と呼ばれている）で昼食をとった。

　食事後、各 3 ～ 4 人のグループに分かれ、一般家庭を訪
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問して交流するホームビジットを行った。筆者らのグルー

プ 4 人が訪問したのは地元の水産加工企業「オストロブノ

イ社」で技師として働くマイコフさんの家であった。この

水産加工企業は、かつては国営企業であったが、約2年前

に、モスクワの企業が資産を全部買い取る形で民営化さ

れ、非公開型株式会社となったとのことである。民営化

後、旧生産ラインでの生産を続ける一方、新工場の建設を

行ってきたが、まもなく最初の加工用原料(サンマ)が納入

され、生産が開始される予定である。現在、さらに新たな

生産ラインの整備を行っている。現在の取引相手は、原料

調達及び製品販売ともロシア国内中心である。日本では、

北方領土沖で韓国漁船がサンマ漁を行うことが大きな問題

となっており、マスコミでも大きく取り上げられたりして

いたが、マイコフさんはこのことを知らず、韓国からサン

マを調達する契約もないと言明していた。地元の加工業者

としては、自分たちの必要な原料が確保できれば、あとは

どこの誰が獲っても同じで、特に関心が無いということか

もしれない。後に訪れた、択捉の行政府でも同様の印象を

持った。また、製品の販売先として、外国市場の可能性も

大きいのではないかといった話をしたところ、現時点では

輸出予定はないが、中国市場等は可能性もあると思うし、

今後徐々に販売先を拡大していけばよいと思うとのことで

あった。

　さて、ロシア人の家庭に招待を受けたことのある人なら

ご存知だと思うが、食べきれないほどの料理と飲みきれな

いほどのお酒（ウォッカ）で歓迎を受けた。次々勧められ

るお酒と料理を断るのも心苦しくなったころ、我々は腹ご

なしに少し散歩することを提案した。マイコフさんととも

に、歩いて数分の彼の「ダーチャ」に向かう。ダーチャと

は通常都市住民が郊外に持つ土地のことであり、「別荘」と

訳される。ただし現実には、多くの場合、自家用の野菜な

どを栽培する「家庭菜園」である。往復に数時間かかるこ

ともあるようなモスクワなど大都市では「別荘」と言って

もまったくの嘘というわけではないが、徒歩数分のマイコ

フさんの場合はまさに「家庭菜園」である。ダーチャでは、

ジャガイモや各種の野イチゴなどを露地で作っているほ

か、小さな温室もあった。ダーチャは斜古丹湾を見下ろす

斜面にあり、美しい景色と心地よい風で、気分をリフレッ

シュすることができた。

7月30日(月)

　前日のホームビジットは、住民レベルでの交流が目的の

はずだったのだが、図らずも斜古丹の水産加工工場につい

てのヒアリングの様を呈してしまった。たまたまそういう

家庭にあたったということなのだが、貴重な機会であっ

た。ところで、色丹島のもう一つの集落である穴澗にも、

我々の船が停泊する桟橋のすぐ近くに水産加工工場があ

る。こちらは、2 年前に、択捉島に本社がある「ギドロス

トロイ社」の傘下に入ったとのことである。7 月30日午前

中に、実際に工場内を見学することができた。案内をして

くれた工場長代理のニーナ・シロチェンコさんの話によれ

ば、工場ではサンマとイクラの加工を行い、最大処理能力

は、原料ベースで 1 日400トンとのことであった。桟橋か

ら工場までは原料魚（サンマ）輸送用のパイプが敷設され

ており、漁船から工場へ直接原料が輸送されるようになっ

ている。工場内部では、魚の大きさにより選別し、大きい

方は三枚におろしてフィレに、小さいものはドレスに（頭

を落として開きに）し、それを冷凍して出荷するとのこと

でそれぞれのラインを見せてもらった。ただし、昨シーズ

ンの原料魚の加工が終わったのち、約半年間生産ラインは

動いていないとのことで、ラインの一部は修理中であった

り、択捉島の他工場へ持ち出されたりしていて、工場の臨

場感というものがまったく感じられなかった（写真４）。訪

問団には漁業関係者もいたが、「工場内にウロコ一枚落ち

ていないし、本当に稼動していたのかなあ」と感想を漏ら

すほどであった。北方領土周辺水域でのサンマ漁は 8 月 1 
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写真 3

写真 4
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日が解禁日だったので、1 週間後くらいに訪れれば、今

シーズン初入荷のサンマ加工をしている場面を見ることが

でき、印象はまったく違ったのかもしれない。ただ、基本

的に半年しか操業できない工場というのはいかにも非効率

である。なお、繁忙期には島外からの季節労働者を雇うと

のことであり、工場から程近いところに寄宿舎が建ってい

る。

　順序は前後するが、同じ日の夕方には、同じく穴澗にあ

るディーゼル発電所を訪れた（写真５）。これは、日本政府

が人道援助として建設したものである。この施設は、南ク

リル地区資産管理委員会からの委託を受けてギドロストロ

イ社が運転管理を行なっているとのことであった。訪問団

員の中には国民の税金で援助した公共施設の運転を一民間

企業に任せていることに違和感を持つ人もいたが、現実に

は、行政部門には技術者がいないことや燃料確保の問題を

考えると、同社に委託するのが合理的であるとの見方も成

り立つ。基本的に燃料確保は行政の責任ではあるらしいの

だが、燃料は不足気味で、日本からの援助を受けることで

何とか無停電の電力供給を実現しているのが実態のようで

ある。そこで、ギドロストロイ社が持っているであろう軽

油調達の「あの手この手」を行政府としても頼りにしてい

るのではないか。恐らく両者の間では、軽油の「貸し借り」

もあるのではないかと思われる。なお、斜古丹地区の電力

供給は別系統であり、昨日のマイコフさんの話によれば、

現在は毎日0:00～7:00の時間帯に停電しているとのことで

ある。一時期、日に 2 時間くらいしか電気が来なかったこ

とを思えばだいぶ改善されたとは言うものの、日本の援助

を受けることができた穴澗とは状況が異なっている。

　この日は、このほか午前中に斜古丹にある日本人墓地と

幼稚園を訪れ、それ以外の時間は屋外で過ごした。昼食

も、湖のように静かな水面を見せるマタコタン湾のほとり

に天幕を張っただけの場所であった。昼食後、水辺に沿っ

て散策すると牛が 5 ～ 6 頭歩いてくる。放牧地の柵がある

わけでもなく、牛舎も見当たらない。どこから来て、どこ

へ向かうのか、まさに気の向くままといった感じである。

マタコタンを後にして、島の反対側、太平洋に面したイネ

モシリを訪れる。こちらは切り立った岩肌をみせる海岸線

で、マタコタンとは趣が違うのであるが、人工の営造物が

ほとんど視界に入ってこないのは同じである。波打ち際に

は、人の背丈の倍はあるような昆布が打ち上げられてい

る。島を横断してイネモシリまで来る道路は、幅が３ｍ程

度、路面状態も悪い。島の人たちもあまり来ることがない

という。しばし、俗世間を忘れる。

　色丹島での最後の行事、交流夕食会が済むと、我々は船

に乗り込んだ。桟橋で見送るロシア人に手を振るのは 3 回

目であるが、今日は前 2 日とはまったく意味が違う。皆、

名残を惜しむように力いっぱい手を振っている。19：20出

航。色丹島から択捉島の紗那（クリルスク）までの航海は、

約13時間。途中、国後島と択捉島の間の国後水道を通る。

潮の流れが速いので揺れるかもしれないとの予告もあった

が、風は真後ろからの追い風、潮にも乗って、あっという

間に水道を抜けた。

7月31日(火)

　択捉島には、船を着けられる桟橋がない。沖合で待つ

と、9：00ころにはしけがやってきた。はしけに乗り移っ

て、内岡（キトーブイ）に上陸する。ここから紗那までは、

車で10分ちょっとである。色丹島と同様、道路は未舗装で

あるが、かなり硬く固められており幅員も10ｍくらいある

のではないかと思われ、走行には支障がない（写真６）。

　紗那で、一行はまず、クリルスク地区行政府を訪問した。

行政府長官代行のカルプマン氏から地域の概況を聞いた。

ロシアの行政区分では、国後、色丹、歯舞が南クリル地区

を構成し、択捉はさらに北にある得撫などとともにクリル

地区を構成する。ただし、8,000人強のクリル地区住民のほ

とんどは択捉島に住んでおり、他の島の人口はごくわずか

写真 5

写真 6
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とのことである。島の主産業は、ここでも水産加工業で、

年間30,000ｔの加工能力があり、主に日本、アメリカ、韓

国、中国などに輸出されている。ギドロストロイ社の本社

があるのもここである。我々のはしけが着いた内岡の港の

近くにも、最近建設されたと思われる加工工場が見えた。

　島の公共施設としては、学校(ロシアは初等中等一貫の

11年制)が 4 校、幼稚園が 3 ヶ所、50床の病院と診療所があ

るという。学校付属のものも含め、12 ヶ所の図書館（室）が

あり、これらを中央図書館で統括して「統合図書館システ

ム」として運営しているとのことである。この中央図書館

を訪れた。建物は、戦前の日本の小学校を改修して使って

いるとのことである。敷地の入り口には、今も校門が残っ

ていた。今回の団員の1人はこの小学校に通っていたとい

うことで、校門前に立ち止まって当時の様子など記憶をた

どっておられた。図書館の蔵書は32,000冊、「統合図書館シ

ステム」全体では62,000冊だという。日本語の図書も徐々

に増えているとの説明があったが、まだまだわずかで、「飾

り」として置いてあるという域を出ていないように感じた。

　学校も訪問した。アメリカの支援で整備されたという校

舎は、夏休みということもあってガランとしており、天井

の高さや廊下の広さが印象に残った。館内には、ケーブル

��システムが導入されているほか、2 つのコンピュー

ター室があって、インターネットにも接続されている。児

童数は約400人で、最終的な大学進学率は75％程度に達す

るとのことであった。大学卒業後、15～20％くらいの学生

は島に戻ってきて、ギドロストロイ社、行政府、警察、病

院、学校等に就職する。学校関係者への質問の中で、訪問

団員から「授業では、島の歴史をかつて日本人が住んでい

たことも含めてきちんと教えるのか」との質問があった。

「教科書に書いてあることを、きちんと教えています。」と

の回答には、苦笑が広がった。実際にどのように教科書に

記述されているのかは知らないが、日本の立場に十分配慮

した書き方になっているとは考えにくい。ここには、もう

一つの歴史教科書問題があるといえるかもしれない。

　視察の合間に、買い物の時間があった。ソ連時代に食料

品店だったお店で、さまざまな生活雑貨まで売っているの

は、ロシア各地で見られる形態である。ロシアには行った

ことがないという団員も多く、マトリョーシカなどのロシ

ア的なお土産を買いたいという希望があったが、在庫があ

る店はほとんどなく、一部の人しか購入できなかった。水

産加工の町ということで、水産物の缶詰を買おうと思った

人もいたが、店頭にあるのはロシアの西端カリーニング

ラード製だったりして、地元製がない。「隣の店に行って

みたら」という店員の言葉に従って、行ってみてわかった

のは、地元のギドロストロイ社は冷凍品を製造するのみで

缶詰は作っていないということであった。売り子には、夏

場に必ず何回かは訪れる日本人を相手に商売をしようとい

う意識は無いようであった。

　最後のプログラムは、ホームビジットであった。これが

終われば後は帰るだけというリラックスした気持ちもあっ

てか、言葉は必ずしも通じないながらもそれぞれの家庭で

会話も弾み、食事も酒も進んだようである。集合場所まで

それぞれの家族に送ってもらってきた団員は一様に、充血

した目とふらついた足元であった。3時間前には会ったこ

ともなかった人たちと抱き合って別れを惜しみながら、

我々は島を後にした。はしけで船に戻り、18:40国後島に向

けて出航した。

8月1日(水)

　来た時と同じく、古釜布湾内に停泊したまま、事務手続

きを行なう。4 日前に来たときには停泊している船はほと

んどいなかったが、今日は貨物船や漁船が何隻か見える。

漁船は、今日から解禁になるサンマ漁の船らしい。領土問

題と漁業問題が複雑に絡みあう現場海域にいることを思い

出した。手続き終了後出航し、約4時間半後の12:30には根

室の街を眼前にしていた。

おわりに

　島を訪れた 4 日間、舗装道路を走ることはなく、信号も

一つもなかった。牛の糞を踏みそうになったことは何度か

あり、あまり人の手の入っていない自然の姿を楽しむこと

ができた。山奥の林道まで舗装道路で整備する日本の現状

を考えると、インフラ整備のギャップは天と地ほどもあ

る。四島合わせて福岡県と同じくらいの面積に、終戦当時

の日本人人口が約17,000人、現在のロシア人口が約15,000

人程度と、常に人口密度が低いままであった。領土返還後

の地域開発を考える際には、島全体の自然はほとんど手を

つけずに残したまま集落周辺だけインフラ整備を進めるこ

とが、自然保護の観点からも経済的効率性の観点からも望

ましいことであると思う。その場合であっても、日本本土

並みの生活環境を実現するには、ありとあらゆるものを作

り直すくらいの覚悟が必要であり、相当の費用がかかると

思われる。

�����������	�
��
���



������

　前号に続いて、北東アジア関連のホームページを掲載しました。北東アジア地域のインターネットの普

及には目を見張るものがあります。是非、一度アクセスしてみてください。
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FBDA(for the DPRK)【英】（http://www.fbda.net/）

　朝鮮民主主義人民共和国（以下　北朝鮮）とビジネスを結びつけるのは難しい
と思いますが、実際、北朝鮮向けのビジネスをサポートする機関としてFBDA
（Foreign Business Development Association）というビジネスコンサルタント
組織があります。（詳細はERINA REPORT 38号を参照。）この組織は北朝鮮政府
の組織と関係が深く、会員が多国籍で多業種に渡るため、様々なネットワークを
持っていることが強みです。北朝鮮とビジネスをしようと考えている方にお勧
めのHPです。また、HP上の情報を利用するだけでなく、FBDAのスタッフと
メール通信が出来るため、実用的なビジネス情報の収集手段として利用しては
いかかでしょうか。

新浪網【中/英】（http://www.sina.com）

　新浪網は、世界最大かつ世界中の中国人から情報が提供されている中国語の
総合サイトだ。このサイトを運営する新浪網社は2000年4月には米国ナスダック
市場で、SINAという銘柄で株式が公開されるに至る成長を続けている。同サイ
トは、北米･北京･台北･香港および英文版の5つのサイトにより、ニュース・検索・
経済･ビジネス・科学・ハイテク・ネット交流･生活など、20項目以上の、幅広い
情報を中国語圏の人々に提供している。これら質の高い情報は、新華社・AFP通
信などの通信社や、中央テレビ・上海テレビなどのテレビ媒体、文匯報・北京青
年報・中国旅遊報・中国パソコン報などの新聞雑誌媒体など、数多くの著名なメ
ディアの協力によって実現されている。

中国旅行情報庫【日】（http://www.chinatravel.nu）

　中国旅行に関する情報が一通り載っている。中国へ旅行に行くとき、まずは
このサイトを見れば十分だろう。メーリングリストや、リンク集、アンケート、
中国旅行の投稿情報、旅行記、中国旅行に関する質問への回答などのコンテンツ
がある。特に、アンケートでは、「皆さんの中国1次観光査証（Lビザ）の取得価
格はいくらですか？」とか、「日本や中国にある旅行会社の中で一番良かったと
思う旅行会社は？」、「日本（外国）- 中国線又は中国国内線就航航空会社の中で一
番良かったと思う航空会社は？」などの問いに対する回答結果があり、その内容
は興味深くて参考になる。また、このサイトを調べてもわからないことがあれ
ば、質問することができ、詳しい経験者などが教えてくれる。

韓国統計庁【朝/英】（http://www.nto.go.kr/eng/）

　韓国統計庁のホームページ。最近、英語版のページに出ている統計情報のク
オリティが上がった。以前は、朝鮮語版が出て、かなりたってから英語版が更新
されたが、現在はほぼ同時の更新となっている。韓国経済に関する生のデータ
が得られるという点で貴重なサイトだ。ただ、ダウンロードしたPDFファイル
を開くと、表示フォントが朝鮮語になっていて、うまく表示できないケースも発
生する。この場合、アドビーのホームページ（http://www.adobe.com/products/
acrobat/acrrasianfontpack.html/）で朝鮮語のフォントをダウンロードすると正
常に読めるようになる。また、このフォントをインストールすると、当然だが朝
鮮語のPDFファイルも読めるようになる。（無料）

北東アジア関連ホームページ紹介第３回
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韓国鉄道【日/朝/中/英】（http://www.korail.go.kr/）

　韓国国鉄のホームページ。路線図や鉄道案内、列車の空席紹介がオンライン
で行える。韓国の鉄道は自由席車が事実上存在しないので（セマウル号の自由席
は定員制）、日本出発前に座席の有無を確認できるのは非常に便利。20,000ウォ
ン払って、「鉄道会員」になれば、オンライン座席予約も可能。鉄道会員の加入
は、仁川国際空港の鉄道案内所（ここでは乗車券の購入も可）および韓国の主要
駅にて可能。ただし、この機能は朝鮮語でしか使えない。また、日本語での座席
照会の結果出力がうまく表示されない問題が存在するが、コード体系を朝鮮語
に変更すれば、漢字が読めるようになる。

Japan Sea Network - JSN Online【日】（http://www.jsn.co.jp）

　ジャパン・シー・ネットワーク社は、ロシア極東の経済情報などを伝える週刊
情報誌「ダーリニヴォストーク通信」の発行などを手がける企業である。ウエブ
サイト上では、過去の記事のタイトルを分野別に整理して掲載している。記事
内容を見たい場合には、無料サンプル記事が見られるようになっている。しか
し、このサイトの特徴は、経済記事よりも、ロシア極東の生活ぶりを伝えようと
するコラム「ウラジオ短信」などにある。サイト全体としての情報量は、決して
多くはないのだが、ロシアに関するこの手のやわらかい情報を日本語で提供し
ているサイトは他にないのではないか。

モンゴル情報局【日】（http://www.netlaputa.ne.jp/～SHAGAA/）

　モンゴル情報局は、モンゴル情報誌「しゃがぁ」のオフィシャルサイトである。
この情報誌は、1994年の春に創刊され、「モンゴルとはいかなる土地で、そこに
住む人々はどのような人々で、広いモンゴル高原でどのように生活しているの
か」という点を広く伝えていくことを目的としている。ホームページの内容は、
情報誌「しゃがぁ」のダイジェスト版、イベント情報、旅行情報の掲載から、カ
レンダーやCDなど「しゃがぁ」のオリジナル商品の紹介まで幅広い。編集室で
は、毎月ティーパーティーを企画するなどモンゴルに興味のある人同士が集ま
る場を提供し、その様子も公開されている。誰にでもモンゴルのよさを感じと
ることができ、モンゴルのことがもっと好きになるページだと思う。
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2001年上半期の東北経済概況～吉林省経済の伸び目立つ

　2001年上半期の中国経済は、政府経済成長率見通し7％

前後を上回る7.9％の伸びとなった。これまで中国経済を

牽引してきた輸出は昨年第4四半期以降、米国の景気減速

を受けて鈍化傾向を強めているものの、個人消費は拡大基

調を持続し、投資もインフラ・不動産投資を中心に好調に

拡大している。

　こうした中、東北三省の上半期の経済成長率は、いずれ

も全国平均を上回る水準となった。

　東北三省の中では吉林省の成長率が最も高く10.2％を記

録した。同省の上半期の鉱工業生産は、技術改造投資の急

増により効率化が図られたことに加え、国有企業改革の更

なる進展により、前年同期比16.7％と全国第3位の高い伸び

率を記録した。投資は、江蜜峰～延吉間高速道路（長春～

延吉高速道路の一部）や長春移動通信基地局建設などの大

型プロジェクトの着工により、前年同期比30％増と大きく

伸びた。消費も11.3％増と好調な上、輸出入ともに全国平

均及び他二省を大きく上回り、輸出29.5％、輸入31.4％の伸

び率を記録するなど、上半期の吉林省経済は高水準で推移

した。

　遼寧省の経済成長率は8.8％で安定成長を持続した。非

国有部門を中心に投資の伸びも18.5％と良好であった。投

資分野別では石油加工や電子・通信設備製造分野向けが大

きく伸びている。こうした中、懸念材料としては輸出の減

速傾向が挙げられる。輸出の伸び率は1-3月期の13.2％から

1-6月期には3.1％にまで落ち込んでいる。

　黒龍江省経済は、投資が前年同期比4.5％増と伸び悩んで

はいるものの、13.4％増と好調な輸出の伸びに後押しされ

る形で推移し、上半期の経済成長率は9.1％に達した。貿易

においては対ロ国境貿易が著しく伸びている。懸念される

のは、昨年に引き続き大規模な干ばつに見舞われ、深刻な

水不足に陥っていることである。中国政府は干ばつ被災対

策チームを組織し、黒龍江省をはじめとする最も被害が深

刻な8省2自治区へ派遣して、状況の把握と対策の指導にあ

たっているが、食糧の減産が心配される。

　中国政府は下半期の更なる経済成長を促すために、内需

拡大、輸出増加に向け積極的に一連の経済措置を打ち出す

方針である。こうした措置には、①国債の発行、②輸出型

企業に関する税金の全額還付、③公務員の給与のベース

アップ、④最低生活保障ラインの引き上げ、⑤観光・住宅・

自動車を中心とする民間消費の奨励などが含まれる。これ

により、世界経済の減速による中国経済へのマイナス影響

を払拭し、7％を上回る経済成長を目指している。

対ロ交流の活発化に向けた中ロ互市貿易区の設立

　東北三省のうち、ロシアと国境を接する黒龍江省及び吉林

省では、近年、国境貿易をはじめ、両国を行き交う旅行者や

ビジネス関係者の数も増大するなど対ロ交流が活発化してい

る。こうした動きを更に促進すべく、中・ロ国境付近の都市

では、「互市貿易区」と呼ばれる自由貿易区の開設が相次いで

いる。この貿易区の先進事例としては満洲里（内モンゴル）・

黒河・綏芬河（ともに黒龍江省）があるが、2001年2月にはロ

シア・北朝鮮と国境を接する吉林省延辺朝鮮族自治州の琿春

市でも「互市貿易区」の設立が認可された。こうした中ロ互

市貿易区では、ロシア人の貿易区入国はノービザとなり、持

ち帰る品物の数量や金額にも制限がなくなる上、ロシア商品

を持ち込み、商売することが自由となる。対ロ交流の拡大、

国境都市の更なる発展に期待したい。

（�����調査研究部研究員　川村和美） 
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北東アジア動向分析

中国（東北三省）

2001年1-6月2001年1-3月2000年1999年

黒龍江吉林遼寧中国黒龍江吉林遼寧中国黒龍江吉林遼寧中国黒龍江吉林遼寧中国

9.110.28.87.98.510.48.58.18.19.08.98.07.58.18.27.1％GDP成長率

11.516.79.711.011.221.99.211.210.013.89.99.97.512.58.78.9％鉱工業生産伸び率

4.530.018.517.93.862.118.115.17.616.913.29.30.617.74.06.3％固定資産投資伸び率

8.611.310.910.38.29.510.410.37.710.510.711.411.311.612.56.8％社会消費品小売額伸び率

▲ 1.8▲ 1.010.281.4▲ 0.80.26.547.30.9▲ 0.726.8241.0▲ 2.8▲ 1.826.7291.0億ﾄﾞﾙ輸出入収支

13.429.53.18.835.236.413.214.723.721.832.327.85.436.31.86.1％輸出伸び率

17.731.48.814.034.142.68.817.352.79.647.835.811.732.518.018.2％輸入伸び率

（注）前年同期比
(出所）中国国家統計局、各省統計局、対外貿易経済合作部
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沿海地方の経済に暗雲

　2001年のロシア経済は、8.3％の経済成長を記録した2000

年ほどの活況に沸くことはないだろうとの見方が一般的で

あった。事実、上半期の鉱工業生産の対前年比伸び率は

5.3％に留まり、2000年の年間伸び率9.0％から大きく低下

している。極東でもその傾向が顕著で、アムール州など一

部を除くと、すでに生産の伸びは止まりつつあるといえ

る。

　生産面で特に深刻なのは、沿海地方である。前年同期と

比べて約2割も鉱工業生産が落ち込んでいる。主要産品の

生産は軒並み減少している。減少率は、石炭が26.9%、製材

21.8％、レンガ21.2％、ニット製品35.8％、乳製品23.6％、

精肉25.8％、水産缶詰44.0％などとなっている。穀類の耕

作面積は前年の85.1％、豚の頭数は1年前の約6割、牛は約8

割の水準である。上半期の水産物の水揚げも前年同期の

80.0％に過ぎない。このように、幅広い産業で生産の低下

が見られる。ニット製品など一部の製品は、昨年の上半期

の生産が非常に好調だったことの反動と思われるものもあ

る。しかし、鉱工業生産全体としてみると、2000年上半期

の対前年比伸び率は8.9％と全国平均をやや下回る程度で

あったことから、今年の落ち込みは単なる反動とはいえな

い部分がある。昨年から今年の冬の電力危機に端を発し

た、2月のナズドラチェンコ前知事辞任から6月のダリキン

新知事選出までの政治的空白が影響しているのかもしれな

い。

　このほか、ハバロフスクでも鉱工業生産が減少してい

る。極東の主要鉱工業生産地域での生産の落ち込みは、極

東全体の経済にも影響を及ぼすことが懸念される。

　外国投資は、前年同期を若干上回っている。地下資源開

発プロジェクトがあるサハリン州、サハ共和国が主要な投

資受入地域である構造には変化がない。ハバロフスク地方

は、経済規模に比して相対的に外国投資受入額が少ない。

こうした傾向は、経済危機以前の1997年頃から続いてい

る。

長期発展プログラムの見直し

　1996年に大統領プログラムとして承認された「極東ザバ

イカル長期発展プログラム」は2005年までを計画期間とし

ていたが、その実現率は低く、事実上失敗に終わった。計

画を見直して、現実的なものにすべきであるとの議論は数

年前からあったが、昨年後半以降具体的な作業が進められ

ており、年内には2010年まで計画年次を延長した修正プロ

グラムが採択される予定である。

　途中経過として、ロシア科学アカデミー極東支部経済研

究所が中心になって取りまとめた修正案が、8月18日に極

東ザバイカル協会に報告された。総花的になってしまった

前回のプログラムの反省を受けて、戦略的な優先順位付け

を行なうことやプロジェクトの数を絞ることなどが重視さ

れている。アジア太平洋地域や北東アジア地域との経済協

力に関しては、輸送回廊の整備及びエネルギーインフラの

整備が、貿易･投資・国境交易と並んで強調されている。重

要な投資プロジェクトとして列挙されている中にも、電

力、石炭、ガスなどエネルギー関係や、鉄道、道路、橋梁

などの輸送関係のものが多く含まれている。

　伝えらるところによると、このプログラム全体の実現に

要する費用は、2002～2005年に5,250億ルーブル、その後

2010年までに5,960億ルーブルと試算されている。連邦･地

方の一般財政資金に大きく依存することは困難との現実的

認識から、統一エネルギーシステム（電力会社）や鉄道省

等の独占企業体や民間企業、あるいは外国人投資家の資金

を導入することを計画している。

（�����調査研究部研究員　新井洋史） 
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ロシア（極東）

参考：地域総生産
[1997年]

(対全国比、％）

外国投資
[2001年１Q]
(百万ドル)

実質貨幣収入
[2001年3月]
(前年同月比、％）

消費者物価
[2001年6月]
(前年12月比、％）

小売売上高
［2001年上半期]
(対前年同期比、％）

鉱工業生産
［2001年上半期]
(対前年同期比、％）

1.2951.6 7.77.51.81.5サハ共和国
1.3227.1 ▲ 3.111.213.6▲ 19.0沿海地方
1.366.1 0.814.813.4▲ 2.8ハバロフスク地方
0.68－0.47.93.113.2アムール州
0.3517.8 1.08.93.5▲ 1.2カムチャッカ州
0.283.7 ▲ 2.111.14.30.8マガダン州
0.5857.9 2.910.720.25.7サハリン州
0.060.0 21.09.123.21.5ユダヤ自治州
0.10－34.07.435.89.8チュコト自治管区
6.01164.3 2.2－－－極東

100.002,718.0 3.412.710.05.3ロシア連邦
出所：ロシア国家統計委員会ウェブサイト（http://www.gks.ru）、「ロシアの地方1999」
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2001年上半期の経済

　上半期のモンゴル経済は、プラスとマイナスの要因が同

程度入り混じっている状況と言える。プラス要因として

は、鉱工業部門と牧畜業を除く農業部門の堅調である。特

に工業部門は第1四半期の好調がそのまま維持されている。

また、国家財政は歳入が伸び財政赤字が大幅に改善されて

いる。一方、マイナス要因としては、雪害の影響による家

畜頭数の大幅な減少、食料品を主因とする物価の上昇、主

要な家畜関連商品の輸出額の減少、失業者の増加である。

鉱工業部門の生産性が下がっていることも気になる。北東

アジアとの貿易では、北東アジアのすべての国への輸出は

減少したが、中国、ロシア、北朝鮮からの輸入は増加した。

国内経済：工業部門は第1四半期の好調を維持

　上半期の鉱工業生産額は、鉱業部門と工業部門の双方で

増加し、全体として前年同期比で5.3％増となった。鉱業部

門における主要な非鉄金属の生産量は、蛍石を除いて金、

モリブデン、銅は増加し全体の生産額は3.5％増であった。

工業部門は第1四半期からの好調が維持されており、生産

額は7.3％増となった。食品・飲料製造業は21.2％増、衣料

品製造業が11.1％増である。

　牧畜業への雪害による被害は深刻であった。上半期の成

体家畜の損失頭数は、417万頭で、前年の同期と比較すると

128万頭の増加である。雪害のなかった1999年と比較する

と約4倍の家畜を失っていることになる。この数は、年初

の全家畜頭数の14％にあたる。また、雌の成体家畜と幼体

家畜の双方の数もここ3年間の上半期で比較すると最低と

なっており、来年への影響も懸念される。一方、農業関連

の指標をみると、6月末の総作付面積は前年比5.7％増とな

り、生産量はジャガイモが19.8％増、野菜が6.9％増、家畜

用の飼い葉は3倍となっている。

　物価は、年初から5月にかけて上昇し続け６月に若干下

がったものの、上半期末には前年末比で11.5％増となった。

この物価の上昇の最大の要因は食料品価格の上昇であり、

前年末と比較して21.7％増となっている。羊肉は88.1％増、

牛肉が68％増、ジャガイモが44.2％増となっている。その

他には電気料金の30.7％増が目立つ。また、ウランバート

ルにおける家畜製品の6月の平均市場価格は、前年同月比

で羊の皮が2.4倍となる一方、梳毛カシミヤは36％下がって

いる。

　失業者数は6月末で約4万千人で、昨年末比で2千人増で

あるが３月末比では千人減となっている。上半期で新たに

登録された失業者は1万7千人となり、前年同期比77％増と

なっている。鉱工業部門の労働生産性（従業員1人当たりの

総生産額）は下がっており、前年同期比で▲8.8％である。

その内訳をみると、鉱業部門が3.5％増、製造業部門が

15.1％減、電気・熱・水供給部門が1.1％減となっている。

　国家財政は、前年同期と比較すると歳入が49％増、歳出

が6％増となり、財政収支は▲19億トグリクとなり大幅に

赤字が改善されている。歳入面では、所得税、商品・サー

ビス税、海外からの援助金が大きく伸びている。

対外経済：輸出入とも減少

　貿易は、輸出と輸入の双方で低調である。輸出額が1億

5,640万米ドルで▲25.4％、輸入額が2億3,770万米ドルで▲

9.3％となり、貿易収支は8,130万米ドルの赤字となった。

貿易赤字は前年同期よりも2,900万米ドル増加している。

金額ベースによる主要な輸出品目の動向は、鉱物性生産品

が▲10％、繊維・繊維製品は▲37％、皮革・毛皮製品が▲

57％となっている。皮革・毛皮製品である牛の皮革は▲

97.8％、梳毛カシミヤは▲99.1％となっている。主要な輸

入品目の動向としては、鉱物性生産品が31％増、動物・動

物性生産品が131％増となる一方、機械類・電気機器は▲

30％となっている。

　北東アジア諸国との貿易動向をみると、輸出額では、中

国が▲32％、ロシアが▲30％、日本が▲18％、韓国が▲4％

となっている。輸入では、中国が0.4％増、ロシアが4％増、

日本が▲44％、韓国が▲3％、北朝鮮が130％増となってい

る。

（前�����調査研究部研究員　浜田充） 
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モンゴル

01年1-6月01年1-3月2000年1999年1998年1997年1996年
5.3▲ 0.12.41.33.24.4▲ 2.5鉱工業生産額（前年同期比: ％）
11.510.48.110.06.020.544.6消費者物価上昇率(対前年比：%）

2,567.0426.91,457.51,346.31,273.61,204.01,241.4国内鉄道貨物輸送（百万トンキロ）
40.841.938.640.149.863.755.4失業者(千人)

1,097.01,097.01,097.01,072.4902.0813.2693.5対ドル為替レート（トグリク、期末）
▲ 81.3▲ 35.0▲ 141.9▲ 154.5▲ 158.1▲ 16.8▲ 26.6貿易収支（百万USドル）
156.468.1432.3358.3345.2451.5424.3　輸出(百万USドル)
237.7103.1574.2512.8503.3468.3450.9　輸入(百万USドル）
▲ 1.9▲ 5.9▲ 62.7▲ 85.0▲ 97.5▲ 65.1▲ 48.3国家財政収支(十億トグリグ）

（注）失業者数は期末値。消費者物価上昇率は各年12月、2001年は各期末値。貨物輸送、財政収支は年初からの累積値。
(出所)　モンゴル国家統計局、「モンゴル統計年鑑1999」、「モンゴル統計月報2001.6」
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マクロ経済動向

　8月21日に発表された韓国の2001年第2四半期の���成

長率は、前期比0.5％の伸びに止まり、低迷が続いている。

内訳を見ると消費は前期比3.0％とプラスに回復したが、投

資は同1.4％のマイナスとなった。

　これを受けて陳稔副首相兼財政経済相は、今年の経済成

長率は政府が当初目標としていた5～6％を下回り、3～4％

程度に止まるとの見通しを示した。

　製造業生産指数も低下を続けており、6月には前年同期

比6.1％のマイナスとなり、景気の下降傾向を鮮明に示して

いる。

　輸出は低迷を続けており、7月には115.7億ドルまでこれ

は99年8月以来の低水準である。物財の貿易収支は7月の速

報値で9.3億ドルに縮小しており、今後の動向しだいでは、

貿易収支及び経常収支の赤字化が懸念される状況となって

いる。

　今後の見通しとしては、外需の不振は米国の景気後退の

本格化、世界的な��ブームの剥落による半導体価格の低迷

などの要因によるものであり、短期的な回復は期待し難い

と思われる。

　一方、内需面での梃入れでは、財政政策については、こ

れまでの景気対策によって国債の発行残高が増加してお

り、大規模な発動は困難と見られる。金融政策について

は、既にコール金利目標値が7、8月に2か月連続して引き下

げられており、景気回復を目指した方向が取られている。

今後、もう一段の緩和も予測されるが、金融緩和単独での

景気への効果は限定されたものとなろう。

個別企業の処理

　個別の問題企業の処理は引き続き難航している。

　大宇自動車の米��への売却は現時点で未成立である。

��側は買収にあたって、旧式化している富平（プピョン）

工場の切り離しなどの条件をつけており、これらが障害と

なっている。陳稔副首相は売却が成立しない場合、政府と

して何らかの代替案を検討していると述べている。しか

し、実際には一時的な国有化などの論評されている措置を

とることは困難と考えられ、大宇自動車の再生は厳しい状

況と言える。

　旧現代財閥から分離したハイニックス半導体（旧現代電

子）も困難に直面している。国際的な競争の激しい半導体

市場において、最近の����をはじめとする市況の低迷

は、同社の再建を難しいものにしている。株価は既に額面

を割っており、8月28日には社債の償還の凍結が発表され

た。同社の負債は11兆ウォンにのぼっており、法定管理

（日本の会社更生法適用に相当）に移行した場合、債権者

である金融機関の経営への影響は甚大と見込まれる。同社

は金大中政権初期の“ビッグディール（財閥間の事業交換）”

で��半導体を合併した経緯があり、これが経営上の負担

となったとの見方もある。破綻すれば政府の産業政策に関

する責任も問われることとなる。

　同様に旧現代財閥から分離した現代証券、現代投信証

券、現代投信運用の金融3社については、米国の保険会社

���による買収交渉が進展し、8月23日に政府との間で覚

書が取り交わされていた。ところがその後、買収にあたっ

て発行される現代証券の株価をめぐり、���側から異議が

出されており、今後の動向は不透明となっている。3社の

買収が白紙にもどされる事態となれば、資本市場への悪影

響は避けられないと見られる。

（�����調査研究部研究主任　中島朋義） 
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韓国

7月6月2001年5月4-6月���������10-12月���������2000年1999年1998年1997年1996年
---0.50.3▲ 0.42.48.810.8▲ 6.75.06.8国内総生産(%)

---3.0▲ 1.40.40.36.29.4▲ 9.83.27.2最終消費支出(%)
---▲ 1.42.6▲ 4.9▲ 0.911.03.7▲ 21.2▲ 2.27.3固定資本形成(%)
--3.12.11.54.97.419.617.125.0▲ 6.64.58.3製造業生産指数(%)
-3.63.63.74.24.03.94.16.36.82.62.0失業率(%)

9261,8082,0905,2043,4604,1635,41116,60128,37141,627▲ 3,179▲ 14,965貿易収支(百万USﾄﾞﾙ)
11,57013,07413,36238,57040,09845,21444,376172,268143,686132,313136,164129,715輸出(百万USﾄﾞﾙ)
11,11111,72511,52734,45738,04641,44040,405160,481119,75293,282144,616150,339輸入(百万USﾄﾞﾙ)
1,3031,2941,2991,3061,2711,1641,1151,1311,1901,399951805為替レート(ｳｫﾝ/USﾄﾞﾙ)
2.72.83.43.22.51.62.62.0▲ 2.112.23.93.2生産者物価指数(%）
5.05.25.45.34.22.93.22.30.87.54.54.9消費者物価指数(%)
554603601578574540712734807406655833株価指数(1980.1.4=100)

（注）失業率は水準、製造業生産指数、生産者物価指数、消費者物価指数は対前年同期比伸び率、その他のパーセンテージ表示系列は前期比伸び率
　　　国内総生産、最終消費支出、固定資本形成、失業率は季節調整値
　　　貿易収支はIMF方式、輸出入は通関ベース
（出所）韓国銀行、国家統計庁他
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金正日総書記のロシア訪問

　北朝鮮の金正日朝鮮労働党総書記が、7月26日から8月18

日までの24日間、ロシアを公式訪問した。北朝鮮の最高指

導者がロシア（旧ソ連）を訪問するのは、1986年に故金日

成主席が訪問して以来、15年ぶりのことである。この15年

間に世界の情勢は大きく変化した。今回は、金正日総書記

のロシア訪問の意義とそれが北東アジアに与える影響につ

いてまとめてみたい。

北朝鮮最高指導者のロシア訪問の意義

　北朝鮮にとって、最高指導者の外国訪問は、経済援助な

ど実際に得られる利益以上にその象徴的意味が大きい。今

回のロシア訪問では、1984年に金日成主席がソ連・東欧諸

国を歴訪した時と同じく、鉄道を利用した長期間の訪問と

なった。これは、国内的には故金日成主席と類似した足跡

をたどることによって、金正日政権の正統性を高める効果

がある。また、同行する多数の側近、随行員らがロシア社

会を体験できるという副次的効果もある。

　対外的には、北朝鮮とロシアの友好関係を世界にアピー

ルすることができる。今回の訪問でも、ロシア側は、北朝

鮮の対ロ債務などの問題があることは承知しつつも、朝鮮

半島に積極的に関与していくことを表明した。1北朝鮮の

対外関係の基軸は、米国・中国・ロシアであるとされるが、

ロシアとの関係改善をなしえたことは、対米関係を改善す

る上での大きな意義をもつ。

朝ロ間の主な合意・宣言

　今回の訪問では、プーチン大統領との会談の結果、8月4

日『モスクワ宣言』が発表された。ここでは、北朝鮮の平

和的ロケット開発に対するロシアの支持、ロシアの朝鮮半

島における関与の確認、過去に共同で始められた事業、特

に電力分野の事業の再建計画への支持、両国は南北朝鮮と

ロシア・欧州を結ぶ鉄道輸送路の建設への支持などが確認

された。2

　鉄道輸送路の建設については、ロシアのアクショネンコ

鉄道相と北朝鮮の金容三鉄道相が8月14日、シベリア鉄道

と南北朝鮮鉄道の連結に向けて、平康から元山（京元線の

北朝鮮区間）を経て豆満江（ロシア国境）までの鉄道路線

の整備・近代化に関する協力協定に調印した。3

ソ連時代の訪問との違い

　最高指導者のロシア訪問の意義のうち、象徴的意味はさ

ておき、ソ連時代には、社会主義市場へのアクセスという

ご褒美が存在した。1984年5月17日から7月1日まで金日成

主席は、当時のソ連、ポーランド、東ドイツ、チェコ・ス

ロバキア、ハンガリー、ユーゴスラビア、ブルガリア、ルー

マニアを訪問した。この訪問で、北朝鮮はソ連との貿易協

定に合意し、「朝鮮民主主義人民共和国とドイツ民主共和

国の親善および協力に関する条約」（期間25年）および「朝

鮮民主主義人民共和国とブルガリアの親善および協力に関

する条約」（期間20年）を締結し、長期間の社会主義諸国に

よる援助を取り付けることができた。4しかし、今回の訪問

では、全面的な経済支援は保証されなかった。5

両国をとりまく国際情勢と今後の課題

　この15年の間に、北朝鮮をめぐる国際情勢は大きな変化

をとげた。昨年6月には、韓国の金大中大統領が北朝鮮を

訪問した。また、今回の訪問中には、韓国の民間人が

チャーター機で北朝鮮を訪問するなど、南北朝鮮間の交流

が着実に進展している。今回の訪ロに対しても、韓国は歓

迎の意を表明している。また、訪問先ロシアも韓国と国交

を持ち、南北双方が交流を深めることを歓迎している。

　9月には中国の江沢民国家主席が訪朝する。江沢民主席

の引退前に訪朝が実現したことの意義は大きい。朝ロ関係

を進展させ、朝中関係が安定した今、残されているのは、

朝米関係である。米国との関係改善があったからこそ、中

国が改革開放政策を実施できたことを考えると、朝米関係

の改善とそれにともなう制裁の解除が北朝鮮の経済に与え

る積極的影響は大きい。北朝鮮が対米交渉を本格化させる

布石としての今回の訪ロの意義は大きいが、北朝鮮の経済

状況がかんばしくないことには変化はない。北朝鮮経済の

建て直しはやっとスタートラインについたばかりである。

（�����調査研究部研究員　三村光弘）
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朝鮮民主主義人民共和国（北朝鮮）

 ────────────────────────────────────────────────────────────────── 
1 「北ミサイルの脅威否定　ロ朝首脳がモスクワ宣言」『共同通信ニュース速報』2001年8月5日07:50配信
2 モスクワ宣言の要旨については、『日本経済新聞』2001年8月5日付を参照。
3 「鉄道連結で協力協定に調印＝930キロ区間を整備・近代化へ－ロ朝」『時事通信ニュース速報』2001年8月15日05:42配信
4 パクテホ『朝鮮民主主義人民共和国対外関係史２』（社会科学出版社，1987年）214～219頁。
5 ロシアは北朝鮮の対ロ累積債務問題には公式にはふれなかったようだが、これはロシアが対朝カードとして温存している可能性があるという見解

がある。「ロ朝、首脳会談でモスクワ宣言－専門家の見方、小牧輝夫・国士館大学教授」『日本経済新聞』2001年8月5日付。
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運営協議会の開催

　平成13年８月27日　新潟ワシントンホテル

評議員の異動

＜辞任＞

・平成13年６月28日付け 

評議員　米澤英伍　　東北電力株式会社常務取締役新潟

支店長

職員の異動

＜退職＞

・平成13年８月31日付け

　調査研究部　研究員　濱田　充

セミナーの開催

▽賛助会セミナー

平成13年度第4回賛助会セミナー

平成13年9月3日（月）新潟グランドホテルにおいて

テーマ：「日蒙関係について― S.フレルバートル駐日モ

　　　　ンゴル大使帰任にあたり―」

講師：駐日モンゴル国特命全権大使　�．フレルバート

　　　ル氏

▽投資セミナー

平成13年8月27日（月）新潟ワシントンホテルにて

琿春市政府・経済環境説明会

主催：琿春市人民政府、�����

後援：新潟県、新潟市、上越市、（社）東北経済連合会

　　　新潟県商工会議所連合会、新潟県日中友好協会

講師：琿春市人民政府市長　金昌俊氏

　　　琿春辺境合作区管理委員会主任　高杰氏

　　　秋田海陸運送㈱代表取締役社長　渡辺幸男氏

　　　�����　吉田進所長 

●� ●� ●� ●��
　月日の過ぎるのは早いもので、夏が過ぎ、秋真っ盛りと

なってきました。今号では、「漢江の奇跡」と呼ばれた韓国

の高度成長を支えた要因としての開発資金の導入に関する

論文とエネルギー関連の２論文、ロシア通商代表のインタ

ビューを中心にお届けします。日ロ間の経済交流には、依

然難しい問題がありますが、ロシア側がどのように考えて

いるかの参考にしていただければ幸いです。ロシアとの経

済交流がさらに発展し、環日本海地域の交流が深化するこ

とを願ってやみません。また、国際政治における、各国の

本音が象徴的に現れるエネルギー問題では、考慮しなけれ

ばならない要素がたくさんあるという当たり前の事実に再

度気づかされました。日本の安全保障をめぐる議論では、

「周辺有事」についてはクローズアップされますが、エネ

ルギー安保についてもさらに現実的な議論を重ねなければ

ならないのだと思いました。

　インターネットを利用すれば、事実に関する情報は、容

易に入手できる世の中になりました。情報が貴重なもので

はなく、あふれる世の中では、情報を収集する能力よりも、

さまざまな情報を利用して情報を加工し、付加価値を高め

ていく能力が大切とされます。秋の夜長を、自分の専門分

野を深めつつ、さらに広がりのあるものにしていくための

勉強に生かしたいと思っている今日この頃です。

（�）
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〒951-8068 新潟市上大川前通6-1178-1

日本生命柾谷小路ビル6階
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����025-222-3141（代表／����������	）

 025-222-3636（調査研究部）

 025-222-3150（経済交流部）
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発 行 日　2001年10月15日

（お願い）

�����������	の送付先が変更になりましたら、上記ま

でご連絡下さい。

禁無断転載


